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が
総
߹
経
ࡁ
対
策
を
ֳ
ٞ
ܾ
ఆ

東
ト
協
、運
輸
安
全
ҕ
һ
会
を
開
催

東
ト
協
が
日
経
に
連
続
広
告
を
掲
ࡌ

関
運
局
、̜
マ
ー
ク
事
業
所
表
彰

叙
勲
・
国
交
大
臣
表
彰
受
章
祝
賀
会

２４５６7

東
ト
協
は
12
月
４
日
、
港

区
の
第
一
ホ
テ
ル
東
京
で
、

令
和
６
年

第
３
回
理
事
会

（
Ｗ
ｅ
ｂ
ซ
༻
）を
開
催
し
、

「
ト
ラ
ッ
ク
フ
ỻ
ス
λ
̩
̤

̠
̮
̤
２
０
２
５
」
実
施
ܭ

ը
Ҋ
を
৹
ٞ
・
ঝ
認
し
た
ほ

か
、
標
準
的
運
賃
届
出
の
進


状
況
な
ど
に
つ
い
て
報
告

し
た
。


頭
、
あ
い
さ
つ
に
立
っ

た
水
野
功
会
長
は
、「
今
年

の
ト
ラ
ッ
ク
フ
ỻ
ス
λ
実
施

状
況
の
報
告
を
受
け
、
来
年

の
実
施
ܭ
ը
Ҋ
に
つ
い
て
ご

৹
ٞ
い
た
だ
く
。
ま
た
、
東

京
都
知
事
へ
の
要
望
や
適
正

Խ
事
業
調
査
һ
の
業
務
な
ど

に
つ
い
て
આ
໌
さ
ͤ
て
い
た

だ
く
」
と
述
べ

た
。ٞ

事
で
は
、

今
年
「
ト
ラ
ッ
ク
フ
ỻ
ス

λ
」
に
つ
い
て
、
フ
ỻ
ス
λ

実
行
ϓ
ϩ
δ
ỻ
ク
ト
・

Ϧ
ー
μ
ー
の

本
勝


副
会
長
が
、
μ
イ
δ
ỻ

ス
ト
映
૾
を
交
え
開
催

状
況
・
収
支
・
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
な
ど
を
報
告

し
た
上
で
、
来
年

実

施
ܭ
ը
Ҋ
に
つ
い
て
৹

ٞ
。開

催
日
ఔ
は
、
来
年

９
月
1û
日
と
し
、
会
場

は
今
年

と
ಉ
じ
代
々

木
ެ
Ԃ
イ
ϕ
ン
ト
広

場
・
野
外
ス
テ
ー
δ
・

ケ
ヤ
Ω
並
木
で
開
催
す

る
こ
と
を
ঝ
認
し
た
。

実
施
に

た
り
、
ϫ
ー

Ω
ン
グ
グ
ル
ー
ϓ
で
۩
体
的

な
ํ
策
を
ݕ
౼
す
る
。

続
い
て
、
報
告
事
߲
と
し

て
東
京
都
の
小

ඦ
߹
子
知

事
へ
の
要
望（
ผ
ܝ
参
照
）、

東
ト
協
運
輸
安
全
ҕ

һ
会（

本
勝

ҕ
һ

長
）は
11
月
2ÿ
日
、
会

һ
事
業
者
に
対
し
て「
安
全

確
認
の
ప
ఈ
に
よ
る
交
通
事

故
ະ
વ
防
止
に
つ
い
て
」
を

発
出
し
、
事
故
の
ະ
વ
防
止

お
よ
び
交
通
事
故
ࢮ
者
数
を

こ
れ
Ҏ
上
૿
加
さ
ͤ
な
い
た

め
、
า
行
者
อ
ޢ
の
ప
ఈ
と

安
全
運
స
意
ࣝ
の
向
上
を
目

的
と
し
た
行
動
を
ٻ
め
た
。

ಉ
ҕ
һ
会
は
９
月
1ÿ
日


で
、「
交
通
事
故
ະ
વ
防
止

の
た
め
の
働
き
か
け
に
つ
い

て
」
を
発
出
し
、
運
స
者
に

対
す
る

意
ש
起
な
ど
、
事

故
の
ະ
વ
防
止
を
ٻ
め
て
い

た
。
事
業
༻
ト

ラ
ッ
ク
の
ࢮ


事
故
が
૿
加
し

て
い
る
こ
と
か

東
京

ト
ϥ
ッ
ク
協
会（
ਫ

ޭ
会

）は
12
݄
３

、

東
京

の
খ

ඦ
߹
ࢠ

事
に
よ
る
ྩ

̓
年
度

༧
ࢉ

に
ؔ
す
る
ཁ

ώ
Ξ
Ϧ
ϯ
ά
でủ
東
京

へ
の
ಛ
ผ
ཁ

Ứ

を
ఏ
ग़
し
、東
京

運
輸
事
業
ৼ
ڵ
ॿ
成
ަ

ۚ
の
֬
อ
、

̯
̚
（̫
θ
ロ
Τ
ϛ
ッ
γ
ἀ
ϯ
ビ
ー
ά
ϧ
）ト
ϥ
ッ
ク
の
ී
ٴ

͓
よ
ͼ
ಓ
࿏
整
උ
の
ଅ
ਐ
な
ど
を
ཁ

し
た
。
ਫ

会


は
、協
会
で
は
２
̌
２
̐
年


の
対
Ԡ
に
向
け
て
多
ذ
に

Θ
た
る
事
業
活
動
を
展
開
し
て
い
る
が
、ͦ
の
ݪ
ࢿ
と
な
る

東
京

運
輸
事
業
ৼ
ڵ
ॿ
成
ަ

ۚ
は
協
会
に
と
ỳ
て
１

ஸ
目
１
൪

で
͋
Γ
、
の
支
ԉ
な
し
に
は

໋
を
果
た
す

͜
と
は
で
͖
な
い
͜
と
か
ら
、ủ
Ҿ
͖
続
͖
、協
会
へ
の
ό
ッ

ク
Ξ
ッ
ϓ
を
͓
ئ
い
ਃ
し
上
͛
る
Ứと
ཁ

し
た
。

都
知
事
ώ
ア
Ϧ
ン
グ
に
は
、

水
野
会
長
や
ݪ
ྰ
子
・

内


࢘
・

目
隆
雄
・

本
勝


・
ݪ
ౡ
藤
ᆹ
・
鈴
木
隆
志
・

大
∁
一
ٛ
・
٠

正
浩
・
三

村
偉
一
郎
各
副
会
長
な
ど
が

出
席
し
、要
望
し
た
も
の
。

水
野
会
長
は
、
燃
料
価
格

の
高
騰
・
高
止
ま
り
な
ど
に

よ
り
த
小
運
送
事
業
者
の
経

営
状
況
が
大
変
ݫ
し
い
த
、

ࡢ
年

に
引
き
続
き
、
運
輸

事
業
者
向
け
燃
料
අ
高
騰
ۓ

ٸ
対
策
の
実
施
に
感
謝
の
意

を
示
し
た
上
で
、「
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
に
は
ܶ
的
な
変
Խ

が
ٻ
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ

を

ػ
と
と
ら
え
、ứ
ド
ラ
イ

バ
ー
フ
Ỹ
ー
ス
ト
Ừ
の
視


に
立
っ
て
、ứ
標
準
的
運
賃
Ừ

の
届
出
ଅ
進
、ド
ラ
イ
バ
ー

へ
の
ڭ
ҭ
や
݈
߁
管
理
な
ど

に
向
け
た
支
ԉ
を
行
い
、
業

界
の
地
Ґ
向
上
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
２
０
２
４
年
問
題

を
ス
λ
ー
ト
ラ
イ
ン
と
と
ら

え
、
ߋ
な
る
ࠔ

な
業
界
課

題
を
౿
ま
え
た
要
望
を
取
り

ま
と
め
た
」と
述
べ
た
。

東
ト
協
の
要
望
事
߲
は
ᶃ

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
の
経
営

基
൫
確
立
対
策
、
ᶄ
働
き
ํ

改
ֵ
、
労
働
力
ෆ

な
ど
、

物
流
の
２
０
２
４
年
問
題
へ

の
対
応
、
ᶅ
燃
料
価
格
高
騰

へ
の
支
ԉ
、
ᶆ

ڥ
に
関
す

る
取
り
組
み
へ
の
支
ԉ
、
ᶇ

道
࿏

උ
の
ଅ
進
、
ᶈ
高


道
࿏
の
料
ۚ
対
策
、
ᶉ
車
ݿ

の
確
อ
・
ҡ
࣋
へ
の
支
ԉ
、

ᶊ
ற
車
規
制
の
؇
和
。

こ
れ
ら
̔
߲
目
の
要
望
か

ら
、
੫
制
ۚ
༥
ҕ
һ
長
の
鈴

木
副
会
長
が
ಛ
に
重
要
な
３


に
ߜ
っ
て
આ
໌
し
た
。

ま
ず
、
１

目
の「
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
の
経
営
基
൫

確
立
対
策
」
で
は
、
交

ۚ

の
ݪ
ࢿ
と
な
る
ܰ
༉
引
取
੫

の
چ

ఆ
੫

を
ղ
ফ
し
よ

う
と
す
る
動
き
が
一
部
の
野

ౘ
か
ら
出
て
お
り
、
ඇ
ৗ
に

ة
ػ
意
ࣝ
を
も
っ
て
い
る
と

し
、
事
業
の
ݪ
ࢿ
と
な
る
東

京
都
運
輸
事
業
振
興
ॿ
成
交


ۚ
を
୯
७
に
国
基
準
に
基

づ
く
ࢉ
ఆ
で
は
な
く
、
東
京

都
の
物
流
事
業
者
へ
の
サ
ポ

ー
ト
と
な
る
よ
う
、
ݱ
行
ֹ

の
ҡ
࣋
を
ٻ
め
た
。

２

目
の「

ڥ
に
関
す

る
取
り
組
み
へ
の
支
ԉ
」
で

は
、
今
年

燃
料
ి

ト
ラ

ッ
ク
実

支
ԉ
事
業
と
̚
̫

バ
ス
・
̚
̫
ト
ラ
ッ
ク
導
入

ଅ
進
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い

る
が
、
燃
料
ి

ト
ラ
ッ
ク

の
普
及
の
た
め
に
水
ૉ
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
の
ઃ
ஔ
や
実

実

験
へ
の
支
ԉ
の
֦
ॆ
を
ٻ
め

る
と
と
も
に
、
̚
̫
ト
ラ
ッ

ク
導
入
に
お
け
る
ॆ
ి
ํ
๏

の
課
題
を
ク
Ϧ
ア
す
る
た

め
、
都
༗
施
ઃ
を
ؚ
め
ެ
ڞ

༻
̚
̫
ॆ
ి
施
ઃ
の
֦
ॆ
支

ԉ
を
要

し
た
。

３

目
の「
道
࿏

උ
の

ଅ
進
」
で
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー

の
労
働

ڥ
の
改
善
、
長
時

間
労
働
ੋ
正
の
対
策
の
一
つ

と
し
て
、
高

道
࿏
を
活
༻

し
、
輸
送
に
か
か
る
時
間
を


ॖ
す
る
こ
と
が
ඞ
要
で
あ

り
、
営
業
車
༻
料
ۚ
体
ܥ
の


ઃ

と
ซ
ͤ
、
ट
都
ݍ
３


状
道
࿏
の
全
ઢ
開
通
、
ट

都
高

の
日
本
橋
区
間
地
Լ

Խ
な
ど
の
Ϧ
χ
ỿ
ー
ア
ル
事

業
は
ඞ
要
ෆ
Մ
ܽ
で
あ
る
た

め
、
安
心
安
全
な
道
࿏

උ

の
ਪ
進
な
ど
、
適
切
な
対
応

を
ٻ
め
た
。

こ
れ
ら
の
要
望
に
対
し
、

小

知
事
は
経
営
基
൫
確

立
対
策
に
つ
い
て
、「
東
京

の
物
流
、
都
民
の
生
活
は

皆
様
に
支
え
て
い
た
だ
い

て
お
り
、
運
輸
運
送
事
業

者
の
取
り
組
み
を
支
ԉ
す

る
こ
と
は
重
要
だ
。
都
は

皆
様
へ
の
支
ԉ
と
し
て
、

運
輸
事
業
振
興
ॿ
成
交


ۚ
を
行
っ
て
い
る
が
、
引

き
続
き
ඞ
要
な
支
ԉ
を
行

っ
て
い
く
」と
述
べ
た
。

ま
た
、
ڥ
対
策
に
つ

い
て
は
、「
̛
̘
̫
ト
ラ
ッ

ク
導
入
や
燃
料
අ
へ
の
支
ԉ

と
と
も
に
、水
ૉ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の

උ
と
運
営
の
後
ԡ
し
、

̚
̫
ト
ラ
ッ
ク
導
入
や
ॆ

ి
ઃ
උ
へ
の
ॿ
成
な
ど
を

ਪ
進
し
、̯
̚
̫
ト
ラ
ッ
ク

の
普
及
֦
大
を
し
っ
か
り

と
進
め
て
い
き
た
い
」と
述

べ
た
。

さ
ら
に
、
道
࿏

උ
の

ଅ
進
に
つ
い
て
、
ݐ
ઃ
局

の
上
林
ࢁ
隆
次
長
が
ट
都

ݍ
３

状
道
࿏
の
ૣ
期
開

通
に
向
け
て
国
や
事
業
者

に
ڧ
く
働
き
か
け
て
い
く

と
し
た
。

都
ࢢ

උ
局
の
小
ฏ
基


次
長
は
安
心
安
全
な
道

࿏

උ
ܭ
ը
の
ਪ
進
に
つ
い

て
、
道
࿏
ω
ッ
ト
ϫ
ー
ク
を

ॆ
実
さ
ͤ
て
い
く
と
述
べ
た
。

者
・
自
స
車
と
の
事
故
で
、

こ
の
う
ち
1÷
݅
は
ԣ
அ
า
道

内
で
発
生
し
て
い
る
。

ま
た
、
ौ

な
ど
車
ྻ
の

࠷
後
部
に

ಥ
す
る
ࢮ

事

故
が
４
݅
も
発
生
し
て
お

り
、
事
故
を
ະ
વ
に
防
ぐ
た

め
に
は
、
運
స
者
に
า
行
者

อ
ޢ
の
ప
ఈ
と
安
全
運
స
意

ࣝ
の
向
上
を
目
的
と
し
た
行

動
が
ٻ
め
ら
れ
る
。

12
月
1÷
日
か
ら
来
年
１
月

1÷
日
ま
で
、「
年

年
࢝
の

輸
送

に
関
す
る
安
全
総


ݕ
」
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
よ
り
一
層
安
全
意
ࣝ
を

高
め
、
า
行
者
・
自
స
車
、

ଞ
の
交
通
に
も
十


意

し
、
交
ࠩ

や
ԣ
அ
า
道
で

の
安
全
確
認
を
ప
ఈ
す
る
よ

う
、
運
స
者
へ
の
ڧ
力
な
指

導
を
ݺ
び
か
け
て
い
る
。

˔
౦
τ
ڠ
ຊ
෦
ࣄ

ہ

˜
年

ử
12
月
2þ
日
 
ま

で
通
ৗ
業
務

˜
年
࢝
ử
１
月
６
日
 

˔
౦
τ
ڠ
Χ
ồ
υ
ϩ
ỽ
Χ
ồ

˜
年

ử
12
月
ú÷
日
 
は

ޕ
後
３
時
ま
で
、
ಉ
ú1
日
 

は
正
ޕ
ま
で
営
業

˜
年
࢝
ử
１
月
４
日

か

ら
通
ৗ
営
業




࢝
ͷ
ۀ


適
正
Խ
事
業
調
査
һ（
̜
ϝ

ン
調
査
һ
）の
業
務
、
日
本

経
ࡁ
৽
ฉ
へ
の
広
告
出
ߘ

（
̑
面
参
照
）、
来
年
の「
東

京
ト
ラ
ッ
ク
業
界
৽
年
交

歓
会
」
開
催（
来

年
１
月
1þ
日
、
ఇ

国
ホ
テ
ル
東
京
）、

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
主
催
第
5ý
回

全
国
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン

テ
ス
ト
東
京
都
代

表
બ
手
入
賞
報
告

に
つ
い
て
આ
໌
し

た
。さ

ら
に
、
東
ト

協
が
全
支
部
を
あ

げ
て
取
り
組
ん
で

い
る「
標
準
的
運

賃
」
の
届
出
ଅ
進
に
つ
い
て

進

状
況
を
報
告
。
各
支

部
か
ら
の
報
告（
1÷
月

ݱ

ࡏ
）に
基
づ
く
届
出

の
ฏ

ۉ
は
、ýú
・
１
ˋ
と
な
っ
た
。

届
出

Ā5
ˋ
を
目
標
と
し
て

掲
げ
て
取
り
組
み
を
展
開
し

て
い
る
が
、
ݱ
時

の
報
告

で
は
世
田
谷
・
杉
並
・
板
橋

各
支
部
で
１
０
０
ˋ
を
達
成

す
る
な
ど
、
届
出
ଅ
進
の
状

況
が
続
い
て
お
り
、
ܧ
続
し

た
取
り
組
み
を
ٻ
め
た
。

水
野
会
長
は
、「
標
準
的
運

賃
の
届
出
ଅ
進
は
、
２
０
２

４
年
問
題
へ
の
取
り
組
み

の
１
ஸ
目
１
൪
地
と
東
ト

協
・
全
ト
協
と
も
に
ߟ
え
て

い
る
。
三
村
偉
一
郎
副
会
長

の
も
と
、
会
һ
事
業
者
の
皆

様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
届

出

が
か
な
り
上
が
っ
て
い

る
」と
感
謝
を
述
べ
、「
今
後

も
業
界
が
良
く
な
る
よ
う
、

さ
ら
な
る
ご
尽
力
を
お
願
い

す
る
」と
ݺ
び
か
け
た
。

˖

˖

ಉ
日
は
理
事
会
に
ઌ
立

ち
、
東
京
都
都
ࢢ

උ
局
都

ࢢ
基
൫
部
物
流
調
査
୲

課

長
の
岡
本
݈
一
氏
と
ಉ
部
調


課
課
長
代
理（
指
導
୲

）

の
ࢢ
川
多
ت
๏
氏
が
、
東
京

都
運
輸
事
業
者
向
け
燃
料
අ

高
騰
ۓ
ٸ
対
策
事
業
と
貨
物

車
ற
車
ス
ϖ
ー
ス
提
供
事
業

に
つ
い
て
આ
໌
し
、
利
༻
を

ݺ
び
か
け
た
。
続
い
て
、
東

京
都
ト
ラ
ッ
ク
交
通
Ҩ
ࣇ


ॿ
成
ࡒ
団
へ
の
د

ۚ
・
感

謝
状
贈
呈
式
を
行
っ

た
。（
̐
面
参
照
）

ら
、
年

の
ൟ

期
に
入
り

道
࿏
交
通
の
ふ

く
そ
う
と
と
も

に
、
事
故
が
多
発
す
る

向

に
あ
る
た
め
、
改
め
て

意

ש
起
を
ٻ
め
た
も
の
。

警
視
庁
管
内
の
事
業
༻
ト

ラ
ッ
ク
の
ࢮ

事
故
݅
数
は

લ
年
ಉ
期
ൺ
で
６
݅
૿
の
2þ

（݅
11
月
25
日
時

）発
生

し
、
会
һ
関
༩
が
６
（݅
લ

年
ಉ
期
ൺ
２
݅
૿
）、こ
の
う

ち
第
一

事
者
が
２
（݅
ಉ

૿
減
な
し
）と
大
෯
に
૿
加

し
て
い
る
状
況
で
、
す
で
に

ࡢ
年
த
の
ࢮ

事
故
発
生
総

݅
数
を
優
に

え
て
い
る
。

本
年
の
ࢮ

事
故
の
ಛ


は
半
数
Ҏ
上
の
1û
݅
が
า
行

フェスタ２０２５開催を承認

ýú
ɾ
１
ˋ
ʹ
֦
େ

ủ
ඪ
४
త
ӡ

Ứ

ಧ

ग़

 ౦ト協

交

ۚ
ݱ
ߦ
ֹ
の
ҡ
࣋
Λ

ࣄώΞϦϯάͰ
ԉ֦ॆΛཁࢧքۀ

̯̚ τ̫ϥοΫಋೖଅਐ

̒
年


ୈ
̏
ճ

ཧ
ࣄ
ձ

౦
τ
ڠ

౦ト協 ҆
શ
֬
ೝ
の
ప
ఈ
ʹ
Α
Δ

交
௨
ࣄ
ނ
の
ະ
વ

ࢭ
Λ
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国
土
交
通

ল
、
経
ࡁ
産

業
ল
お
よ
び


林
水
産
ল

は
11
月
2þ

日
、「
交
通


策
৹
ٞ
会
交

通
体
ܥ

Պ

会
物
流
部

会
・
産
業
ߏ


৹
ٞ
会
商

今
後
の
ス
ケ
δ
ỿ
ー
ル（


ఆ
）と
し
て
は
、
２
０
２
５

（
令
和
̓
）
年
４
月
๏

の

施
行
ᶃ
基
本
ํ

、荷
主
・

物
流
事
業
者

の

力
ٛ

務
・

அ
基
準
、

அ
基
準

に
関
す
る
調
査・ެ
表
な
ど
。

２
０
２
６（
令
和
̔
）
年
４

月
๏

の
施
行
ᶄ
ಛ
ఆ
事

業
者
の
指
ఆ
、
த
長
期
ܭ
ը

の
提
出
・
ఆ
期
報
告
、
物
流

౷
ׅ
管
理
者（
̘
̡
̤
）の

બ
任
な
ど
。
な
お
、
取
り
ま

と
め
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
通

り
。

ʓ
ج
ຊ
ํ

ͷ
ϙ
Π
ϯ
τ

ᾇ
τ
ϥ
ỽ
Ϋ
υ
ϥ
Π
ό
ồ
の

ӡ
送
ɾ
ՙ


の
ޮ

Խ
の

ਪ
ਐ
の
ҙ
ٛ
ɾ

ඪ

・
物
流
は
、
国
民
生
活
や

経
ࡁ
活
動
を
支
え
る
ෆ
Մ
ܽ

な
社
会
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、

安
全
ੑ
の
確
อ
を
લ
提
に
、

荷
主
・
物
流
事
業
者
・
施
ઃ

管
理
者

の
物
流
に
関
わ
る



は
11
月
22
日
、
ྟ
時

ֳ
ٞ
で「
国
民
の
安
心
・
安

全
と
࣋
続
的
な
成
長
に
向
け

た
総
߹
経
ࡁ
対
策
」
を
ܾ
ఆ

し
た
。
対
策
で
は
、
賃
上
げ

と

ࢿ
が
け
ん
引
す
る
成
長

ܕ
経
ࡁ
へ
の
Ҡ
行
を
確
実
な

も
の
に
す
る
た
め
、
ᶃ
賃
上

げ

ڥ
の

උ
な
ど
を
通
じ

た
日
本
経
ࡁ
・
地
ํ
経
ࡁ
の

成
長
、
ᶄ
物
価
高
の
ࠀ

、

ᶅ
国
民
の
安
心
・
安
全
の
確

อ
Ổ
Ổ
を
経
ࡁ
対
策
の
ப
と

し
て
い
る
。
事
業
規

は
úĀ

ஹ
ԁ
ఔ

で
、
今
年

ิ
正

༧
ࢉ
Ҋ
を
国
会
に
提
出
し
、

様
々
な
関

者
が
協
力
し
、

令
和
1÷
年

ま
で
に
、
次
の

目
標
の
達
成
を
目
指
す
。

ᶃ
５
ׂ
の
運
行
で
、
１
運

行

た
り
の
荷

ち
・
荷



時
間
を
ܭ
２
時
間
Ҏ
内
に


減（
１
人

た
り
年
間
１

２
５
時
間
の

ॖ
）

ᶄ
５
ׂ
の
車
྆
で
、
積
ࡌ

ޮ

5÷
ˋ
を
実
）ݱ
全
体
の

車
྆
で
積
ࡌ
ޮ

ûû
ˋ
に
૿

加
）

ᾈ
τ
ϥ
ỽ
Ϋ
υ
ϥ
Π
ό
ồ
の

ӡ
送
ɾ
ՙ


の
ޮ

Խ
の

ਪ
ਐ
ʹ
ؔ
͢
Δ
ࢪ
ࡦ

・
ઃ
උ

ࢿ
・
σ
δ
λ
ル

Խ
・
物
流
標
準
Խ
、
Ϟ
ー
μ

ル
シ
フ
ト
、
物
流
人
ࡐ
の
ҭ

成

の
支
ԉ

ᾉ
τ
ϥ
ỽ
Ϋ
υ
ϥ
Π
ό
ồ
の

ӡ
送
ɾ
ՙ


の
ޮ

Խ
ʹ

ؔ
͠
ỏ
ՙ
ओ
ɾ

ྲྀ
ࣄ
ۀ
者


͕
ߨ
ͣ

͖
ા
ஔ

・
積
ࡌ
ޮ

の
向
上


・
荷

ち
時
間
の

ॖ

・
荷


時
間
の

ॖ

ᾊ
ू
՟
ɾ

ୡ
ʹ

Δ
τ
ϥ

ỽ
Ϋ
υ
ϥ
Π
ό
ồ

の
ෛ
ՙ

年
内
の
成
立
を
目
指
す
。

主
な
対
策
で
は
、「
৽
た

な
地
ํ

生
施
策（「
地
ํ


生
２
・
０
」）の
展
開
と
し

て
、
地
域
の
生
活

ڥ
を
支

え
る
基
װ
産
業
な
ど
の
活

ੑ
Խ
に
お
い
て「
物
流
・
交

通
」の
த
で
、「
２
０
３
０
年


に
向
け
た


の
த
長
期

ܭ
ը
」
に
基
づ
き
、
物
流
の

ޮ

Խ
、商
׳
行
の
見

し
、

荷
主
・
ফ
අ
者
の
行
動
変
༰

を
ப
と
す
る
施
策
を
一
体
的

の

ݮ
ʹ
ࢿ
͢
Δ
ࣄ
ۀ
者
の

׆
ಈ
ʹ
ؔ
͢
Δ
ࠃ
ຽ
の
ཧ
ղ

の
૿
ਐ

・
࠶
配
達
の

減
や
多
様

な
受
取
ํ
๏

の
普
及
ଅ
進

・「
送
料
ແ
料
」
表
示
の

見

し

・
ฦ
品
の

減
や
ܽ
品
に

対
す
る
ϖ
φ
ル
テ
ỹ
の
見


しᾋ
ͦ
の
ଞ
τ
ϥ
ỽ
Ϋ
υ
ϥ
Π

ό
ồ
の
ӡ
送
ɾ
ՙ


の
ޮ


Խ
の
ਪ
ਐ
ʹ
ඞ
要
ͳ
ࣄ
߲

・
物
流
に
関
わ
る
多
様
な

主
体
の

ׂ

・
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

の
運
送
・
荷


の
ޮ

Խ

の
લ
提
事
߲

ʓ
ՙ
ओ
ɾ

ྲྀ
ࣄ
ۀ
ऀ

ͷ


அ
ج
४

ͷ
ϙ
Π
ϯ
τ

す
べ
て
の
荷
主（
発
荷
主
、

ண
荷
主
）、
連

Խ
事
業
者

（
フ
ラ
ン
ν
Ỿ
イ
ζ
ν
ỻ
ー

ン
の
本
部
）、
物
流
事
業
者

（
ト
ラ
ッ
ク
、మ
道
、港

運

送
ߤ、
ۭ
運
送
、
ݿ
）に
対

し
、
物
流
ޮ

Խ
の
た
め
に

取
り
組
Ή
べ
き
ા
ஔ
に
つ
い

て

力
ٛ
務
を
課
し
、
こ
れ

ら
の
取
組
の
ྫ
を
示
し
た


அ
基
準
・
ղ
આ
ॻ
を
策
ఆ
。

①
積
載
効
率
の
向
上
等

・
ڞ
ಉ
輸
配
送
や
ؼ
り
荷

の
確
อ

・
適
切
な
Ϧ
ー
ド
λ
イ
ム

の
確
อ

・
発
送
ྔ
・
ೲ
入
ྔ
の
適

正
Խ
な
ど

②
荷
待
ち
時
間
の
短
縮

・
ト
ラ
ッ
ク
༧

受

シ

ス
テ
ム
の
導
入

・
ࠞ
ࡶ
時
間
を
回
ආ
し
た

日
時
指
ఆ
な
ど

③
荷
役
等
時
間
の
短
縮

・
ύ
レ
ッ
ト

の
輸
送
༻

ث
۩
の
導
入

・
λ
グ

の
導
入
に
よ
る

ݕ
品
の
ޮ

Խ

・
フ
ォ
ー
ク
Ϧ
フ
ト
や
荷


࡞
業
һ
の
適
切
な
配
ஔ

な
ど

ʓ
ಛ
ఆ
ࣄ
ۀ
ऀ
ͷ
ࢦ
ఆ
ج
४


ͷ
ϙ
Π
ϯ
τ

全
体
へ
の
د
༩

が
よ
り

高
い
と
認
め
ら
れ
る
大
手
の

事
業
者
が
指
ఆ
さ
れ
る
よ
う

な
基
準

を
ઃ
ఆ
。

ಛ
ఆ
荷
主
・
ಛ
ఆ
連

Խ

事
業
者
ử
取
ѻ
貨
物
の
重
ྔ

９
ສ
Ἁ
Ҏ
上（
上
Ґ
３
２
０

０
社
ఔ

）

ಛ
ఆ

ݿ
業
者
ử
貨
物
の

อ
管
ྔ
þ÷
ສ
Ἁ
Ҏ
上（
上
Ґ

þ÷
社
ఔ

）

ಛ
ఆ
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
者
な
ど
ử
อ
༗
車
྆
台
数

１
５
０
台
Ҏ
上（
上
Ґ
̓
９

０
社
ఔ

）

物
流
౷
ׅ
管
理
者（
̘
̡

̤
）は
、
事
業
運
営
上
の
重

要
な
ܾ
ఆ
に
ࢀ
ը
す
る
管
理

的
地
Ґ
に
あ
る

һ

か
ら

બ
任
。

務
流
通
情
報

Պ
会
流
通
小

ҕ
һ
会
・
৯
料
・

業
・


村

策
৹
ٞ
会
৯
料
産
業
部

会
物
流
小
ҕ
һ
会
߹
ಉ
会
ٞ

取
り
ま
と
め
」
を
策
ఆ
し
、

ެ
表
し
た
。

߹
ಉ
会
ٞ
は
、
今
年
５
月

に
ެ

さ
れ
た
改
正
物
流
ޮ


Խ
๏
の
荷
主
・
物
流
事
業

者
な
ど
に
対
す
る
規
制
的
ા

ஔ
の
施
行
に
向
け
た
ݕ
౼
を

行
っ
て
お
り
、
基
本
ํ

、


அ
基
準
、
ಛ
ఆ
事
業
者
の

指
ఆ
基
準
な
ど
の
内
༰
に
つ

い
て
৹
ٞ
し
て
い
た
も
の
。

に
ߨ
じ
、
地
ํ

生

を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ

で
あ
る
物
流
を
ֵ
৽

す
る
と
໌
記
。

物
流
の
ޮ

Խ
に
つ
い
て

は
、
మ
道
、
ધ
ഫ
、
ߤ
ۭ
ػ
、

μ
ϒ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
な
ど

を
活
༻
し
た
৽
た
な
Ϟ
ー
μ

ル
シ
フ
ト
や
ڞ
ಉ
輸
配
送
を

行
う
ࡍ
に
ඞ
要
と
な
る
物
流

ڌ

の

උ
や
大
ܕ
コ
ン
テ

φ
・
シ
Ỿ
ー
シ
の
導
入
お
よ

び
実
ূ
輸
送
を
支
ԉ
す
る
。

ま
た
、
自
動
運
స
サ
ー
ビ

ス
支
ԉ
道
に
つ
い
て
、
σ
ー

λ
連
携
シ
ス
テ
ム
の
開
発
・

ػ

֦
ॆ
、
自
動
運
స
ト
ラ

ッ
ク
に
よ
る
װ
ઢ
輸
送
サ
ー

ビ
ス
の
自
動
Խ
の
社
会
実


を
支
ԉ
す
る
。
自
動
車
運
送

事
業
者
の
高

道
࿏
の
利
༻

に
よ
る
労
働
生
産
ੑ
向
上
の

た
め
に
、
高

道
࿏
料
ۚ
の

大
ޱ
・
多
ස

ׂ
引
の
֦
ॆ

ા
ஔ
を
１
年
間
Ԇ
長
す
る
。

σ
δ
λ
ル
ٕ
ज़
の
活
༻
、

物
流
標
準
Խ・σ
ー
λ
連
携
、

自
動
Խ
ػ
ث
の
導
入
、
ド
ϩ

ー
ン
配
送
の
ڌ


උ
を
支

ԉ
す
る
ほ
か
、
水
ૉ
・
࠶
生

Τ
ω
ル
Ϊ
ー
の
ॆ
ṇ
・
ॆ
ి

ઃ
උ
の
導
入
を
支
ԉ
す
る
。

商
׳
行
の
見

し
に
関
し

て
は
、
改
正
物
流
๏
の
施
行

に
向
け
、
荷
主
・
物
流
事
業

者
の
物
流
ޮ

Խ
の
取
り
組

み
状
況
の
調
査
や
広
報
を
行

い
、
物
流
改
善
や
標
準
的
運

賃
の
普
及
に
つ
な
げ
る
と
と

も
に
、
荷
主
の
物
流
ޮ

Խ

に
ࢿ
す
る
取
り
組
み
を
支
ԉ

す
る
。

荷
主
・
ফ
අ
者
の
行
動
変

༰
に
つ
い
て
は
、

配
ϩ
ッ

カ
ー
な
ど
の
多
様
な
受
け
取

ެ
正
取
引
ҕ
һ
会（
ެ
取

ҕ
）は
11
月
2ÿ
日
、
イ
ト
ー

Ω
に
対
し
て
警
告
を
行
っ

た
。
ಠ

ې
止
๏
第
1Ā

第

１
߲
第
６
߸
の
規
ఆ
に
ҧ
反

す
る
お
そ
れ
が
あ

る
行
ҝ
を
行
っ
て

い
る
と
し
た
。

イ
ト
ー
Ω
は
、
Φ
フ
ỹ
ス

Ո
۩
の
運
送
、
ൖ
入
、
組
み

立
て
、
ਾ
え

け
お
よ
び
ൖ

出
の
業
務
を
、
ҕ
ୗ
す
る
物

流
事
業
者
に
対
し
て
、
時
間

外
අ
の
対

を
ೲ
品
場
所
で

の
業
務
に
要
し
た
時
間
に
限

る
こ
と
に
よ
り
、
ೲ
品
場
所

Ҏ
外
で
の
業
務
、
お
よ
び
運

送
業
務
に

る
ಛ
ఆ
の
ෟ

ଳ
業
務（
Φ
フ
ỹ
ス
Ո
۩
を

車
྆
に
積
み
ࠐ
Ή
業
務
お
よ

び
Φ
フ
ỹ
ス
Ո
۩
の
ࠝ
แ
ࡐ

な
ど
の

ࡐ
を
引
き
渡
す
業

務
）を
ແ
ঈ
で
行
わ
ͤ
て
い

る
ٙ
い
が
あ
る
も
の
。

こ
れ
ら
の
行
ҝ
は
、
ಠ
ې

๏
の
物
流
ಛ
घ
指
ఆ
に
お
け

る「
ෆ

な
経
ࡁ
上
の
利
ӹ

の
提
供
要

」
に
ҧ
反
す
る

こ
と
か
ら
、
行
ҝ
を
取
り
や

め
、
今
後
、

֘
行
ҝ
と
ಉ

様
の
行
ҝ
を
行
わ
な
い
よ
う

ެ
取
ҕ
が
警
告
し
た
。

り
ํ
๏
を
普
及
す
る
࠶
配
達


減
の
取
り
組
み
の
実
ূ
を

支
ԉ
す
る
。

今
後
の
取
り
組
み
と
し

て
、
Ψ
ι
Ϧ
ン
減
੫（
い
わ

Ώ
る

ఆ
੫

の
ഇ
止
を
ؚ

Ή
）に
つ
い
て
は
、
自
動
車

関

ॾ
੫
全
体
の
見

し
に

向
け
て
ݕ
౼
し
、
結

を
ಘ

る
と
し
て
い
る
。

৽ޮ๏ߦࢪ


ྲྀ
ޮ

Խ
ỏ
׳
ߦ
ݟ

͠
ỏ

ՙ
ओ・ফ
අ
ऀ
ͷ
ߦ
ಈ
ม
༰
を
Ұ
ମ
త
ʹ

߹
ಉ
ձ
ٞ
औ
Γ
·
ͱ
Ί
ެ
ද

ɾਫল࢈ܦɾަࠃ



૯
߹
ܦ
ࡁ
対
ࡦ
を
ֳ
ٞ
ܾ
ఆ

ެऔҕ

ಠ
ې
๏

ྲྀ
ಛ
घ
ࢦ
ఆ

ҧ

ՙ
ओ
ا
ۀ
ʹ
ܯ
ࠂ
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ɹۙ࠷ۀք͚χϡʔεαΠτ͕Өྗڹ
ΛڧΊ͖ͯͨɻ ͱ́ΜͲ͕ൃදࣄهͷετϨ
ʔτχϡʔε͕ͩɺଈ͕͋ੑ࣌ΔͷͰߟࢀʹ
ͳΔɻͦ͠ ͮؾͯ ͷ͘ɺதখ͕ऀۀࣄχϡ
ʔεϦϦʔεΛൃ৴ͯ͠ ྲྀχϡʔεαΠτ
Λ্खʹར༻ͯ͠ ͍Δ͜ ͱͩɻॏཁͳͷϗ
ʔϜϖʔδͷॆ࣮͕ͩɺͦ Ε͚ͩͰʮྲྀ
ଜͱͦ ͷۙྡʯ͔ Β͠ ͔ΞΫηε͠ ͯΒ͑ ͳ
͍ɻͦ͜ͰɺΠϯόϯυϚʔέςΟϯάͱ͠
ͯྲྀχϡʔεαΠτͷར༻Λॏͯ͠ࢹ ͍Δɻ

ا
業
イ
ϝ
ー
δ
を
重
視
す

る
த
小
事
業
者
が
૿
え
て
き

た
。
৽
規
の
取
引
ઌ
を
開
拓

す
る
ૂ
い
も
あ
る
が
、
そ
れ

Ҏ
上
に
人
ࡐ
を
確
อ
す
る
た

め
に
は
ا
業
イ
ϝ
ー
δ
を
ア

ッ
ϓ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
ら
だ
。

Ｗ
ｅ
ｂ
な
ら
コ
ス
ト
も
あ

ま
り
か
か
ら
な
い
。
த
小
事

業
者
で
も
大
手
事
業
者
で
も

අ
༻
は
変
わ
ら
な
い
の
で
上

手
に
活
༻
す
れ
ば
༗
ޮ
で
あ

り
、
大
手
事
業
者
と
ಉ

に

એ
伝
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
ස
ൟ

に
χ
ỿ
ー
ス
Ϧ
Ϧ
ー
ス
を
出

し
て
、
物
流
χ
ỿ
ー
ス
サ
イ

ト
な
ど
を
通
し
て
発
信
す
る

த
小
事
業
者
が
૿
え
つ
つ
あ

る
。
な
ͥ
ア
ク
η
ス
数
の
多

任
者
を
ஔ
く
よ
う
に
し
た
த

小
事
業
者
が
い
る
。
全
һ
が

大
ଔ
入
社
の
ঁ
ੑ
で
、
ॳ
期

の
୲

者
は
こ
の
間
に
人
事

ҟ
動
で
ผ
の
部
ॺ
に
Ҡ
っ
た

が
、
ݱ
ࡏ
の
３
人
も
全
һ
が

ঁ
ੑ
で
、
入
社
と
ಉ
時
に
広

報
୲

に
配
属
さ
れ
た
。
広

報
を
୲

し
て
い
る
３
人

は
、
ຖ
日
交
代
で
イ
ン
ス
λ

グ
ラ
ム
で
社
外
に
向
か
っ
て

発
信
し
て
い
る
。
ま
た
、
社

内
報
の
࡞
成
で
は
ハ
ラ
ス
ϝ

ン
ト
関
連
の
๏

の
紹
介
な

ど
も
し
て
い
る
と
い
う
。
11

月
に
は
自
社
主
催
の
ト
ラ
ッ

ク
フ
ỻ
ス
テ
ỹ
バ
ル
を
ا
ը

し
、
子
ど
も
連
れ
な
ど

２

０
０
人
の
ࢢ
民
が
ࢀ
加
し
た
。

த
小
事
業
者
で
も
、
ϒ
ラ

ン
σ
ỹ
ン
グ
や
ύ
ϒ
Ϧ
シ
テ

ỹ
に
力
を
入
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。

（

ྲྀ
δ
Ỿ
ồ
φ
Ϧ
ε
τ


ా

࢜

）

い
物
流
χ
ỿ
ー
ス
サ
イ
ト
な

の
か
と
い
う
と
、
い
か
に
多

く
の
人
か
ら
ア
ク
η
ス
し
て

も
ら
う
よ
う
に
す
る
か
と
い

う
、
イ
ン
バ

ン
ド
マ
ー
ケ

テ
ỹ
ン
グ
の
手
๏
の
一
つ
な

の
で
あ
る
。こ
こ
で
い
う「
イ

ン
バ

ン
ド
」
と
は
๚
日
外

国
人
と
い
う
意
ຯ
で
は
な

く
、
多
く
の
人
た
ち
か
ら
Ｗ

ｅ
ｂ
上
で
見
つ
け
出
し
て
も

ら
う
た
め
の
マ
ー
ケ
テ
ỹ
ン

グ
、
と
い
う
意
ຯ
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
、
広
報
ઐ
門
の

ス
λ
ッ
フ
を
ஔ
く
よ
う
な
த

小
事
業
者
も
い
る
。

ट
都
ݍ
の
あ
る
த
小
事
業

者
は
、３
年
લ
の
４
月
か
ら

広
報
活
動
を
本
格
的
に
࢝
め

た
。
৽
ଔ
入
社
の
ঁ
ੑ
５
人

で
広
報
部
を
つ
く
り
、
৽


た
の
は
、
自
社
の
ا
業
イ
ϝ

ー
δ
ア
ッ
ϓ
だ
け
で
は
な

く
、
業
界
全
体
の
ҹ

を
良

く
し
た
い
、
と
い
っ
た
目
的

も
あ
る
。
ま
た
、
1÷
年
後
の

ا
業
の
あ
る
べ
き
࢟
と
売
上

や
利
ӹ
目
標
の
達
成
と
い

う
、
த
期
の
経
営
ܭ
ը
の
実

ݱ
に
も
関
連
さ
ͤ
て
広
報
活

動
を
Ґ
ஔ
づ
け
て
い
る
。

ক
来
の
ا
業
ビ
δ
ョ
ン
と

い
う
こ
と
で
は
、
東
北
の
あ

る
த
小
事
業
者
は
バ
ッ
ク
Ω

Ỿ
ス
テ
ỹ
ン
グ
的
な
発

を

取
り
入
れ
て
い
る
。
た
と
え

ば
ú÷
年
後
の
自
社
の
あ
る
べ

き
࢟
を
各
人
の
頭
に
ඳ
か
ͤ

る
。
そ
し
て
、５
年
後
ま
で

に
は
ど
こ
ま
で
౸
達
し
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、
と

ߟ
え
さ
ͤ
る
の
で
あ
る
。
こ

れ
は
理

か
ら
ٯ
ࢉ
す
る
ํ

式
だ
。
一
ํ
、
த
期
経
営
ܭ

ը
は
ݱ
状
を
出
発

に
し

て
、５
年
後
の
数

ܭ
ը
を

立
て
る
。
こ
れ
は
フ
ォ
ア
Ω

Ỿ
ス
テ
ỹ
ン
グ
で
ݱ
実
か
ら

の
積
み
上
げ
で
あ
る
。
ক
来

の
࢟
を
思
い
ඳ
き
な
が
ら
、

ݱ
実
的
な
数

目
標
を

ٻ

す
る
と
い
う
発

だ
。
こ
の

த
小
事
業
者
は
近
ྡ
の
一
ൠ

の
人
た
ち
に
対
し
て
、
た
と

え
ば
社
内
৯
ಊ
を
開
์
す
る

な
ど
、
ا
業
イ
ϝ
ー
δ
の
向

上
に
も

め
て
い
る
。

信
ӽ
地
ํ
の
த
小
事
業
者

は
、
ࡢ
年
̔
月
か
ら
イ
ン
ス

λ
グ
ラ
ム
を
࢝
め
た
。
社
内

で
࡞
成
す
る
の
で
は
な
く
、

地
元
の
ٻ
人
サ
イ
ト
で
カ
ϝ

ラ
マ
ン
を
し
て
い
た
人
と
ܖ


を
し
て
、
ૉ
人
目
ઢ
で
ݱ

場
の
࡞
業
෩
ܠ
な
ど
を
ࡱ
Ө

し
て
動
ը
で
紹
介
す
る
、
と

い
う
も
の
。
ا
業
イ
ϝ
ー
δ

の
向
上
が
目
的
で
あ
る
。

広
報
部
に

を

す
と
、

東
ト
協
の
会
һ
で
、

12
年

લ
か
ら
３
人
の
広
報
୲

ઐ

な
感
ੑ
で
̨
̣
̨
な
ど
を
重

視
す
る
よ
う
に
し
た
の
で
あ

る
。
す
る
と
４
カ
月
後
の
̔

月
に
は
、「
そ
れ
を
見
た
」と

ݴ
っ
て
ए
い
男
ੑ
が
応
ื
し

て
き
た
と
い
う
。

ಉ
社
が
広
報
部
を
৽
ઃ
し

ＨＰの充実は不可欠な条件

広報の強化へＳＮＳを活用

த
খ
Ͱ

ا
業
Π
ϝ
ồ
δ
ॏ
ࢹ

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
・

日
本
貨
物
運
送
協
ಉ
組
߹
連

߹
会
の
ٻ
荷
ٻ
車
情
報
ω
ッ

ト
ϫ
ー
ク
Ｗ
ｅ
ｂ
̠
̞
̩
の

成

運
賃
指
数
に
よ
る
と
、

11
月
の
指
数
は
１
４
０
で
、

લ
月
よ
り
１
⻲
૿
加
、

લ
年
ಉ
月
を
11
⻲
上
回

っ
た
。

令
和
３
年
̓
月
Ҏ

߱
、
લ
年
ಉ
月
を
上
回
る
状

況
が
続
い
て
お
り
、
運
賃
指

数
は
高
い
水
準
で
ਪ
Ҡ
し
て

い
る
。

荷
物
情
報（
ٻ
車
）
登
録

݅
数
は
1ÿ
ສ
５
４
４
̔
݅

で
、
લ
年
ಉ
月
ൺ
３
・
６
ˋ

૿
加
。
成


は
1ú
・
５
ˋ

で
ಉ
０
・
̔
⻲
減
少
し
た
。

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

11
月
2ÿ
日
、
東
ト
総
߹
会
ؗ

で
、
令
和
６
年
「
次
世
代

ト
ラ
ッ
ク
の
普
及
ଅ
進
に
向

け
た
̚
（̫
ి
ؾ
）ト
ラ
ッ

ク
આ
໌
会
」（
Ｗ
ｅ
ｂ
ซ
༻
）

を
開
催
し
た
。

આ
໌
会
で
は
、
ト
ラ
ッ
ク

ϝ
ー
カ
ー
３
社
が
ࢢ
場


入
し
て
い
る
̚
̫
ト

ラ
ッ
ク
に
つ
い
て
、
୲


者
が
そ
れ
ぞ
れ
આ
໌

す
る
と
と
も
に
、
東
京

都
産
業
労
働
局
産
業
・

Τ
ω
ル
Ϊ
ー

策
部
事

業
者
Τ
ω
ル
Ϊ
ー
ਪ
進

課
౷
ׅ
課
長
代
理（
̯

̚
̫
ਪ
進
総
ׅ
୲

）

の
ં
ݪ
ַ
朗
氏
が「
東

東
京
都
は
、
自
動
車
か
ら

ഉ
出
さ
れ
る
二
ࢎ
Խ

ૉ
な

ど
の

減
を
ਤ
る
た
め
、
事

業
者
な
ど
が
̚
̫
バ
ス
・
̚

̫
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
を
導
入
す

る
ࡍ
に
、
そ
の
අ
༻
の
一
部

を
ॿ
成
し
て
い
る
。
ਃ

は

Φ
ン
ラ
イ
ン
ਃ

ま
た
は
༣

送
で
受
け

け
る
。

˙
助
成
対
象
者
ử
ᶃ
事
業

者（
ݸ
人
事
業
主
、
団
体
を

ؚ
Ή
）、
ᶄ
地
ํ
ެ
ڞ
団
体

（
都
内
の
ࢢ
ொ
村
お
よ
び
ಛ

ผ
区
）な
ど
、
ᶅ
ᶃ
ま
た
は

ᶄ
と
Ϧ
ー
ス
ܖ

を
క
結
し

京
都
の
ิ
ॿ
制
（
̚
̫
バ

ス
・
̚
̫
ト
ラ
ッ
ク
導
入
ଅ

進
事
業
）」
に
つ
い
て
આ
໌

し
た
。

̚
̫
ト
ラ
ッ
ク
の
આ
໌
で

は
、
い
す
ʎ
自
動
車
ट
都
ݍ

ι
Ϧ
ỿ
ー
シ
ョ
ン
営
業
部
̘

̣
ਪ
進
課
の
ࣇ
ۄ
ྋ
氏
が

「
Τ
ル
フ
̚
̫
」を
、ೆ
関
東

日
野
自
動
車
営
業
ا
ը
部
ൢ

売
支
ԉ
グ
ル
ー
ϓ
の
౬
浅
ప

氏
が「
σ
ỿ
ト
ϩ
̯
̚
̫
」

を
、三
ඛ
ふ
そ
う
ト
ラ
ッ
ク・

バ
ス
ೆ
関
東
・
ߕ
信
ふ
そ
う

営
業
部
৽
車
営
業
ｅ
Ω
Ỿ
ン

λ
ー
֦
ൢ
ਪ
進
୲

の
小
沢

༃
氏
が「
ｅ
Ω
Ỿ
ン
λ
ー
」

を
そ
れ
ぞ
れ
આ
໌
。

各
社
の
୲

者
が
̚
̫
ト

ラ
ッ
ク
の
ಛ

、ϝ
Ϧ
ッ
ト・

σ
ϝ
Ϧ
ッ
ト
を
紹
介
。
バ
ッ

テ
Ϧ
ー
に
よ
る
ߤ
続
ڑ

や

ॆ
ి
時
間
、
ॆ
ి
ઃ
උ
ϝ
ン

テ
φ
ン
ス
な
ど
࠷
৽
の
状
況

に
つ
い
て
ղ
આ
。
ま
た
、
ラ

イ
ン
ア
ッ
ϓ
、
安
全

උ
や

通
信
に
よ
る
車
྆
管
理
な

ど
、
各
社
ಠ
自
の

品
や
サ

ー
ビ
ス
を
̥
̧
し
た
。

̚
̫
ト
ラ
ッ
ク
の
導
入
に

あ
た
り
、
各
社
Ϧ
ー
ス
ܖ


に
基
づ
く
ύ
ッ
ケ
ー
δ
ϓ
ラ

ン
を
提
供
し
て
お
り
、
導
入

か
ら
運
༻
ま
で
サ
ポ
ー
ト
を

ॆ
実
さ
ͤ
て
い
る
。

続
い
て
、
東
京
都
が
ิ
ॿ

制

を
આ
໌
。「
̚
̫
バ
ス
・

̚
̫
ト
ラ
ッ
ク
導
入
ଅ
進
事

業
」
は
、
自
動
車
か
ら
ഉ
出

さ
れ
る
二
ࢎ
Խ

ૉ
な
ど
の


減
を
ਤ
る
た
め
、
̚
̫
ト

ラ
ッ
ク
な
ど
を
導
入
す
る
場

߹
に
、
ಉ
ク
ラ
ス
の
σ
ỹ
ー

θ
ル
車
の
車
྆
価
格
と
の
ࠩ

ֹ
を
ิ
ॿ
す
る
も
の
。（
ผ
ܝ

参
照
）

の
ิ
ॿ
ۚ
ま
た
は
ॿ
成
ۚ
の

交

を
重
ෳ
し
て
受
け
て
い

な
い˙

助
成
対
象
経
費
ử
ॿ
成

対

車
྆
本
体
の
ߪ
入
に


る
අ
༻
ʴ
後

け
の
څ
ి
ػ


の

උ
අ
༻

˙
助
成
額
ử
ᶃ
ಉ

燃
අ

水
準
車（
σ
ỹ
ー
θ
ル
車
）

の
車
྆
価
格
と
の
ࠩ
（ֹ
上

限
⽅
３
５
０
０
ສ
ԁ
）
˞
国

の
ิ
ॿ
ۚ
を
ॆ

す
る
場

߹
、

֘
ิ
ॿ
ۚ
を
߇
আ
し

た
ֹ
、
ᶄ
ॆ
์
ి

ஔ（
̫

２
̗
）、
ެ
ڞ
༻
ॆ
ి
ઃ
උ

の
導
入
１
ޱ
に
つ
き
࠷、
大

1÷
ສ
ԁ
ʗ
台
を
加
ࢉ
、
ᶅ
グ

Ϧ
ー
ン
経
営
認
ূ
ま
た
は
̞

̨
̤
１
４
０
０
１
認
ূ
の
場

߹
、
ॿ
成
対

車
྆
１
台
に

つ
き
5÷
ສ
ԁ
を
ॿ
成
ۚ
ֹ
に

加
˙ࢉ

申
請
受
付
期
限（
６
年


）
ử
̓
年
３
月
ú1
日
ޕ
後

５
時
ඞ
ண

˙
実
績
報
告
の
提
出
期
限

ử
ॿ
成
事
業
の

ྃ
後
か
ら

ú÷
日
Ҏ
内
ま
た
は
９
年
1÷
月

2Ā
日
の
い
ず
れ
か
ૣ
い
日

ৄ
ࡉ
は
、
東
京
都
地
ٿ
Թ

ஆ
Խ
防
止
活
動
ਪ
進
η
ン
λ

ー（
ク
ー
ル
・
ω
ッ
ト
東
京
）

ホ
ー
ム
ϖ
ー
δ
で

˜
問
い
߹
わ
ͤ
ઌ
ử
ク
ー

ル
・
ω
ッ
ト
東
京
Ϟ
ビ
Ϧ
テ

ỹ
ν
ー
ム（
ὸ
０
５
０
・
３

１
５
５
・
５
６
４
６
）

東
京
都
都
ࢢ

උ
局
は
12
月
２
日
か

ら
、「
運
輸
事
業
者
向
け
燃
料
අ
高
騰

ۓ
ٸ
対
策
事
業
」
に
お
け
る
、
ਃ

に

つ
い
て
の
問
い
߹
わ
ͤ
ઌ
と
ਃ

ॻ
ྨ

送

ઌ
を
変
ߋ
し
た
。
৽
し
い
問
い
߹

わ
ͤ
ઌ
・
送

ઌ
は
次
の
通
り
。

ʓ
問
い
合
わ
せ
先

東
京
都
運
輸
事
業
者
向
け
燃
料
අ
高

騰
ۓ
ٸ
対
策
事
業
支
ԉ
ۚ
事
務
局（
ὸ

÷ú
・
４
４
４
６
・
３
５
̓
１
）˞
ޕ
લ

９
時
か
ら
ޕ
後
６
時
ま
で

ʓ
申
請
書
類
送
付
先

˟
１
５
０
㏯０
０
４
３

東
京
都
ौ
谷
区
道
ݰ
ࡔ
１
の
1ý
の
６

二
༿
ビ
ル
̔
̖

東
京
都
運
輸
事
業
者
向
け
燃
料
අ
高

騰
ۓ
ٸ
対
策
事
業
支
ԉ
ۚ
事
務
局

Ѽ

た
Ϧ
ー
ス
事
業
者

˙
助
成
対
象
車
両
の
要
件

ử
ᶃ

ڥ
ল「
令
和
５
年


ิ
正
༧
ࢉ
脱

ૉ
成
長
ܕ
経

ࡁ
ߏ

Ҡ
行
ਪ
進
対
策
අ
ิ

ॿ
ۚ
」
の
ิ
ॿ
を
受
け
た
事

業
者
が
ެ
表
し
た
̚
̫
バ

ス
・
̥
̝
̚
̫
バ
ス
、
̚
̫

ト
ラ
ッ
ク
・
̥
̝
̚
̫
ト
ラ

ッ
ク（
த
ݹ
車
を
আ
く
）、ᶄ

ॳ

登
録
日
が
令
和
６
年
４

月
１
日
か
ら
９
年
９
月
ú÷
日

ま
で
、
ᶅ
自
動
車
ݕ
査
ূ
に

お
け
る

༻
の
本
ڌ
の
Ґ
ஔ

が
都
内
、
ᶆ
都
の
ଞ
の
ಉ
छ

運
賃
指
数

Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ

11
月
は
１
４
０

高
水
準
で
推
移

全 ト 協
՟協࿈

ϝ
ồ
Χ
ồ
ं
྆
ͷ
ݱ
ঢ়
આ
໌


は
ಋ
ೖ
ଅ
ਐ

ิ
ॿ
࣮
ࢪ

Ｅ
Ｖ
ト
ラ
ッ
ク
説
明
会

東
ト
協

燃料費高騰緊急対策事業
問い合わせ・送付先変更

౦ژ

東
ژ


ಋ
ೖ
ଅ
ਐ
ࣄ
ۀ

Ｅ
Ｖ
バ
ス

Ｅ
Ｖ
ト
ラ
ッ
ク
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東
ト
協
ν
Ỿ
Ϧ
テ
ỹ

ー
ΰ
ル
フ
大
会
˜
ࢴ
・
ύ

ル
ϓ
ઐ
門
部
会
東
京
༸
ࢴ

代
理
ళ
会「
自
主
荷

改

善
活
動
」経
ա
報
告
会

øĀ


੨
年
部
װ
事
会

ù÷


安
全
ੑ
優
良
事
業
所

東
京
運
輸
支
局
長
表
彰
式

˜
ւ
上
コ
ン
テ
φ
ઐ
門
部

会

һ
会
˜

運
関

ै

事
者
・
運
行
管
理
者
・


උ
管
理
者
東
京
運
輸
支
局

長
表
彰
式

ùø


ঁ
ੑ
部
ঁ
ੑ
経
営
者

ݚ
म
見
ֶ
会（
Ỗ
22
日
）

ùù


ϩ
δ
ݚ
Թ
故

৽
η

ϛ
φ
ー（
Ỗ
2ú
日
）̃
「
標

øþ

 

1÷
時
ú÷

ử
労
務

ް
生
ҕ
һ
会（
東
ト
総
߹

会
ؗ
ʗ
Ｗ
ｅ
ｂ
ซ
༻
）

øÿ

 

1ý
時
ú÷

ử
三
組

【
11
月
16
〜
30
日
】

【
12
月
16
〜
31
日
】

ừ
࿅
അ
ࢧ
෦
Ử

˗
ג
式
会
社
৽
東
ํ
ử
࿅

അ
区
北
ொ
１
の
ûû
の
２
大
ٱ

อ
ビ
ル
１
０
１
˜
ὸ
÷ú
・
５

３
９
̔
・
２
０
５
０
˜
一

ൠ
貨
物
運
送（
普
通
車
４
台
、

小
ܕ
車
１
台
）、利
༻
運
送

ừ
ߐ
ށ

ࢧ
෦
Ử

˗
丸
ਆ
運
輸
ג
式
会
社
ử

江
戸
川
区
東
小
松
川
１
の
２

準
的
な
運
賃
」
活
༻
η
ϛ

φ
ー
˜
安
全
ੑ
優
良
事
業

所
関
東
運
輸
局
長
表
彰
式

˜
フ
ỻ
ス
λ
２
０
２
４
実

行
ϓ
ϩ
δ
ỻ
ク
ト
ϫ
ー
Ω

ン
グ
グ
ル
ー
ϓ
会
ٞ

ùþ


ࢴ
・
ύ
ル
ϓ
ઐ
門
部

会
日
本

ࢴ
連
߹
会
物
流

ҕ
һ
会
・
東
京
༸
ࢴ
代
理

ళ
会
物
流
ҕ
һ
会
と
の
߹

ಉ
ݚ
म
会

ùĀ


運
輸
安
全
ҕ
һ
会

৫
連
བྷ
会（
東
ト
総
߹
会

ؗ
）
˝
1þ
時
ú÷

ử
ಉ
࠙


会（
ホ
テ
ル

イ
ン
グ

イ
ン
λ
ー
φ
シ
ョ
φ
ル
ϓ

レ
ϛ
ア
ム
東
京
࢛
谷
）

øĀ

 

1ú
時
ử
東
京
都
交


ۚ
事
業
৹
ٞ
ҕ
һ
会

（
東
ト
総
߹
会
ؗ
ʗ
Ｗ
ｅ

ｂ
ซ
༻
）
˝
15
時
ử
総
務

ҕ
һ
会（
第
一
ホ
テ
ル
東

京
ʗ
Ｗ
ｅ
ｂ
ซ
༻
）
˝
15

時
ú÷

ử
支
部
長
会
ٞ

（
ಉ
）
˝
1ÿ
時
ử
ಉ
࠙


会（
第
一
ホ
テ
ル
東
京
）

ù÷

 

15
時
ử
支
部
事
務

局
事
務
長
会
（ٞ
東
ト
総

߹
会
ؗ
ʗ
Ｗ
ｅ
ｂ
ซ
༻
）

ùù

 

1û
時
ử
ࣇ
ಐ
ֆ
ը

࡞
品
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

（
東
ト
総
߹
会
ؗ
）

ùþ

 


事
ೲ
め

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
交
通

Ҩ
ࣇ

ॿ
成
ࡒ
団
に
、
次
の

ํ
々
か
ら
د
ෟ
が
あ
り
ま
し

た
。˖

த
ԝ
支
部（
澤
഼
३
支

部
長
）
ử
ࣸ
ਅ
ᶃ
は
水
野
功

会
長
に
د
ෟ
ۚ
を
贈
呈
す
る

澤
഼
氏
᷁

˖
港
支
部（
ࡔ
田
生
子
支

部
長
）
ử
ࣸ
ਅ
ᶄ
は
水
野
会

長
に
د
ෟ
ۚ
を
贈
呈
す
る
ࡔ

田
氏
᷁

˖
杉
並
支
部（


支
部

長
）
ử
ࣸ
ਅ
ᶅ
は
水
野
会
長

に
د
ෟ
ۚ
を
贈
呈
す
る

氏

᷁
˖
ਂ
川
支
部（
∁
橋
ܓ
一

郎
支
部
長
）
ử
ࣸ
ਅ
ᶆ
は
水

野
会
長
に
د
ෟ
ۚ
を
贈
呈
す

る
∁
橋
氏
᷁

˖

東
支
部（
浅
野
利


支
部
長
）
ử
ࣸ
ਅ
ᶇ
は
水
野

会
長
に
د
ෟ
ۚ
を
贈
呈
す
る

浅
野
氏
᷁

˖

立
支
部（
ௗ
ϊ
ւ
ֶ

支
部
長
）
ử
ࣸ
ਅ
ᶈ
は
水
野

会
長
に
د
ෟ
ۚ
を
贈
呈
す
る

٢
本
商
一
副
支
部
長
᷁

˖
多
摩
支
部（
ּ
ݪ
史
ٱ

支
部
長
）
ử
ࣸ
ਅ
ᶉ
は
水
野

会
長
に
د
ෟ
ۚ
を
贈
呈
す
る

ּ
ݪ
氏
᷁

˖
ν
Ỿ
Ϧ
テ
ỹ
ー
ΰ
ル
フ

大
会
実
行
ҕ
һ
会（
大
∁
一

ٛ
ҕ
һ
長
）
ử
ࣸ
ਅ
ᶊ
は
水

野
会
長
か
ら
感
謝
状
を
受
ྖ

す
る
大
高
ҕ
һ
長
᷁

の
４
˜
ὸ
÷ú
・
３
６
５
２
・

３
９
０
９
˜
一
ൠ
貨
物
運
送

（
普
通
車
̔
台
）

ừ
ଟ
ຎ
ࢧ
෦
Ử

˗
ג
式
会
社
フ
レ
ッ
シ
ỿ

σ
Ϧ
カ
ω
ッ
ト
ϫ
ー
ク
ử
八

Ԧ
子
ࢢ
上
༘
木
２
の
̓
の
４

Ϧ
バ
ー
サ
イ
ド
ே
日
１
０
２

˜
ὸ
０
４
２
・
６
５
３
・
９

４
０
０
˜
一
ൠ
貨
物
運
送

（
普
通
車
５
台
）、
ܰ
車
྆


運
送（
̔
台
）、利
༻
運
送

東
京
都
ト

ラ
ッ
ク
協
会

運
輸
安
全
ҕ

һ
会（

本

勝

ҕ
һ

長
）は
11
月

2Ā
日
、
東
ト

総
߹
会
ؗ
で

令
和
６
年


第
３
回
ҕ
һ

会（
Ｗ
ｅ
ｂ

ซ
༻
）を
開

催
し
た
。


頭
、


本
ҕ
һ
長
が

あ
い
さ
つ

し
、「
都
内
の

貨
物
自
動
車

に
よ
る
ࢮ

事
故
݅
数
は
2þ

݅
で
、
こ
の
う
ち
会
һ
関
༩

は
第
一

２
݅
を
ؚ
Ή
６

݅
。
本
年
も

り
１
か
月
と

な
り
、
す
で
に
લ
年
の
݅
数

を

え
て
し
ま
っ
た
こ
と
は


೦
だ
が
、
こ
れ
Ҏ
上
事
故

の
発
生
が
な
い
よ
う
、
東
ト

協
で
は
１
年
の
క
め
く
く
り

と
し
て
期
間

த
の
事
故
θ

ϩ
を
目
指
し

取
り
組
み
た
い
。
会
һ
の
皆

様
に
は
ؾ
を
引
き
క
め
て
、

改
め
て
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
安

全
運
స
指
導
の
ప
ఈ
を
お
願

い
す
る
」と
ݺ
び
か
け
た
。

引
き
続
き
、
東
京
運
輸
支

局
の
ҏ
藤

二

運
ٕ
ज़
ઐ

門
官
が
、
国
土
交
通
ল
に
よ

る「
年

年
࢝
の
輸
送

に

関
す
る
安
全
総

ݕ
」
の
重



ݕ
事
߲
な
ど
に
つ
い
て

આ
໌
。
運
స
者
に
ա
労
運
స

や
ҿ
ञ
運
స
防
止
に
対
す
る

指
導
・
啓
発
活
動
の
実
施
を

ٻ
め
た
ほ
か
、
大
ܕ
車
の
車

ྠ
脱
མ
事
故
防
止
へ
の
取
り

組
み
を
આ
໌
し
た
。

ま
た
、
警
視
庁
交
通
部
交

通
総
務
課
の

次
宏
໌
交
通

安
全
組
৫

長
が
事
業
༻
貨

物
自
動
車
関
༩
の
交
通
事
故

発
生
状
況
を
આ
໌
。
都
内
で

は
交
通
事
故
に
よ
る
ࢮ
者
数

が
લ
年
ಉ
期
ൺ
1ý
人
૿
と
、

コ
ϩ
φ
Ւ
લ
の
状
況
に
あ

り
、
貨
物
車
の

ಥ
事
故
、

交
ࠩ

で
の
า
行
者
と
の
事

故
に

意
ש
起
を
ٻ
め
た
ほ

か
、「
̩
̤
̠
̮
̤
交
通
安

全
Ω
Ỿ
ン
ϖ
ー
ン
」
の
取
り

組
み
を
通
じ
て
、
安
全
輸
送

と
事
故
の

止
を
ٻ
め
た
。

ٞ
事
で
は
、
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
の
第
ýû
回「
正
し

い
運
స・໌
る
い
輸
送
運
動
」

に
つ
い
て
આ
໌
し
た
後
、
来

年
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

に
お
け
る
、
東
ト
協
一
੪
街

頭
指
導
活
動「
౷
一
実
施
日
」

に
つ
い
て
、
来
年
４
月
1÷
日

と
す
る
こ
と
を
ܾ
ఆ
し
た
。

ซ
ͤ
て
、
来
年

の
第
ûý

回
東
ト
協
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ

ン
テ
ス
ト
の
開
催
日
ఔ
な
ど

に
つ
い
て
৹
ٞ
し
、
４
月
2û

日
に
ֶ
Պ
ڝ
（ٕ
東
ト
総
߹

会
ؗ
）、
５
月
25
日
に
実
Պ

ڝ
（ٕ
警
視
庁

த
運
స
໔

ڐ
ࢼ
験
場
）、
５
月
Լ
०
か

ら
６
月
ॳ
०
に
表
彰
式（
東

ト
総
߹
会
ؗ
）を
行
う
こ
と

を
ঝ
認
し
た（
ผ
ܝ
参
照
）。

こ
の
ほ
か
、
運
స
者
ڭ
ҭ

ݕ
౼
小
ҕ
һ
会（
૬
川
宏
之

ҕ
һ
長
）の
活
動
状
況
に
つ

い
て
報
告
。૬
川
ҕ
һ
長
が
、

運
స
者
ߨ
श
会
・
ॳ
任
運
స

者
ಛ
ผ
ߨ
श
会
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
か
ら
受
ߨ
で
き
る
ｅ

ラ
ー
χ
ン
グ
ํ
式
な
ど

৽
た
な
ݚ
म
ํ
๏
を
導

入
す
る
た
め
、
ݱ
ࡏ
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

る
６
社
に
ώ
ア
Ϧ
ン
グ

を
実
施
し
、
ݕ
౼
・
評

価
を
行
っ
て
い
る
と
આ

໌
し
た
。
今
後
２
社
へ

の
ώ
ア
Ϧ
ン
グ
を
実
施

し
、
࠷
終
的
に
は
બ
ఆ

業
者
を
ܾ
ఆ
す
る
と
と

も
に
、
今
後
の
ू
߹
ڭ

ҭ
の
ࡏ
り
ํ
に
つ
い
て

も
ݕ
౼
し
て
、
来
年


か
ら
ॿ
成
が
実
施
で
き

る
よ
う
調

を
進
め
て

い
る
。
こ
の
ݕ
౼
結
果
の
報

告
・
取
り
ま
と
め
に
つ
い
て

は
、

本
ҕ
һ
長
に
一
任
す

る
こ
と
を
ঝ
認
し
た
。
࠷
終

報
告
は
来
年
３
月
̓
日
開
催

༧
ఆ
の
６
年

４
回
ҕ
һ
会

で
の
৹
ٞ
を
経
て
、
正
副
会

長
会
に
ࢾ
る
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、
東
京
都
が
実
施
し

て
い
る
貨
物
車
の
ற
車
ス
ϖ

ー
ス
ແ
料
提
供
事
業
へ
の
利

東
ト
協
は
11
月
22
日
、
東

ト
総
߹
会
ؗ
̓
֊
大
会
ٞ
ࣨ

で
、
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

と
の
ڞ
催
に
よ
り
、
令
和
６

年
「
標
準
的
な
運
賃
」
活

༻
η
ϛ
φ
ー（
Ｗ
ｅ
ｂ
ซ
༻
）

を
開
催
し
た
。

η
ϛ
φ
ー
で
は
、
ߨ
ࢣ
の

日
本
̥
̢
̞
コ
ン
サ
ル
テ
ỹ

ン
グ
代
表
取
క

の
小
ࡔ

真
߂
氏
が
৽
し
い「
標
準
的

な
運
賃
」
告
示（
６
年
３
月

告
示
）の
֓
要

に
つ
い
て
、
実

運
送
事
業
者
に

正

な
対
価
が

支

わ
れ
る
よ

う
、
ᶃ
荷
主
な

ど
へ
の
適
正
な

స
Շ
、
ᶄ
多
重

Լ

ߏ

の
ੋ

正
な
ど
、
ᶅ
多

様
な
運
賃
、
料

ۚ
ઃ
ఆ
な
ど
を

౿
ま
え
、
標
準
的
運
賃
お
よ

び
標
準
貨
物
自
動
車
運
送



が
見

さ
れ
た
と
し
、
ポ

イ
ン
ト
を
ղ
આ
し
た
。

小
ࡔ
氏
は
、「
運
送
業
界

で
は
２
０
２
４
年
問
題
と

い
う
こ
と
で
、
人
ࡐ
ෆ

や

様
々
な
コ
ス
ト
ア
ッ
ϓ
に
よ

り
、
運
賃
の
引
き
上
げ
や
取

引

݅
の
見

し
が
重
要
と

な
っ
て
い
る
。
多
く
の
運
送

事
業
者
が
荷
主
と
交
渉
し

て
、
実
ࡍ
に
運
賃
・
料
ۚ
な

ど
の
見

し
を
行
う
こ
と
が

ඞ
要
だ
が
、ෆ
十

な
状
況
。

大
手
は
荷
主
と
の
交
渉
力
は

あ
る
が
、
こ
れ
ら
元

け
か

ら

事
を
も
ら
う
Լ

け
で

༻
登
録
を
ٻ
め
た
。

報
告
事
߲
と
し
て
、６
年

ळ
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期

間
த
に
お
け
る
東
ト
協
一
੪

街
頭
指
導
活
動「
౷
一
実
施

日
」、
ト
ラ
ッ
ク
フ
ỻ
ス
λ

̩
̤
̠
̮
̤
２
０
２
４
、
第

5ý
回
全
国
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
の
実
施

結
果
に
つ
い
て
報
告
。
都
内

（
警
視
庁
管
内
）に
お
け
る

事
業
༻
貨
物
車
関
༩
の
ࢮ


事
故
発
生
状
況
で
は
、
11
月

2ÿ
日
に

本
ҕ
һ
長
名
で
安

全
確
認
の
ప
ఈ
に
よ
る
交
通

事
故
の
ະ
વ
防
止
を
ݺ
び
か

け
て
い
る（
１
面
ʹ
ؔ
࿈
）。

さ
ら
に
、
大
ܕ
車
の
車
ྠ
脱

མ
事
故
防
止
ݚ
म
会
の
実
施

結
果
、
ҿ
ञ
運
స
の

໓
に

つ
い
て
આ
໌
し
た
。

ٞ
事
の
࠷
後
に
、
関
東
交

通
ڞ
ࡁ
協
ಉ
組
߹
の

施
谷

ݡ
࢘
理
事

۰
が
ಉ
組
߹
の

年

年
࢝
の
事
故
防
止
運
動

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
આ
໌

し
た
。

来
年
２
月
19
日
募
集
開
始

˖
ڝ
ٕ
部
門
ử
一
ൠ
部
門

（
２
Ἁ
・
４
Ἁ
・
11
Ἁ
）、
ト

レ
ー
ラ
部
門
、
ঁ
ੑ
部
門
˞

２
Ἁ
は
東
ト
協
大
会
の
み

ʓ
ֶ
Պ
ڝ
ٕ
ử
４
月
2û
日

（
代
ସ
日
2ÿ
日
）
ʗ
東
京
都

ト
ラ
ッ
ク
総
߹
会
ؗ

ʓ
実
Պ
ڝ
ٕ
ử
５
月
25
日

ʗ
警
視
庁

த
運
స
໔
ڐ
ࢼ

験
場ʓ

表
彰
式
ử
５
月
Լ
०
Ỗ

６
月
ॳ
०
ʗ
東
京
都
ト
ラ
ッ

ク
総
߹
会
ؗ

˕
一
ൠ
ื
ू
期
間
ử
２
月

1Ā
日
Ỗ
３
月
1Ā
日

ৄ
ࡉ
は
東
ト
協
ホ
ー
ム
ϖ

ー
δ
に
掲
ࡌ
༧
ఆ

は
運
賃
が
上
が
ら
ず
、
取
引


݅
の
見

し
も
ر
望
通
り

と
な
っ
て
い
な
い
。
多
重
Լ


ߏ

の
ੋ
正
に
向
け
て
、

ॻ
面
Խ
な
ど
の
取
り
組
み
が

ݕ
౼
さ
れ
て
い
る
が
、
運
賃

の
引
き
上
げ
と
な
る
実
ޮ
ੑ

に
つ
い
て
は
ٙ
問
が
あ
り
、

ૣ
ٸ
な
対
策
が
望
ま
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
த
で
標
準
的
な

運
賃
が
見

さ
れ
た
」
と
、

改
正
の
ポ
イ
ン
ト
を
౿
ま
え

て
આ
໌
し
た
。

ま
た
、
৽
し
い「
標
準
的

な
運
賃
」を
活
༻
す
る
た
め
、

物
価
高
、
燃
料
高
、
人
ࡐ
ෆ


を
反
映
し
た
運
賃
・
料
ۚ

の
ઃ
ఆ
や
、
荷
主
と
の
運
賃

交
渉
に
つ
い
て
、
事
ྫ
を
ࢀ

র
し
て
ղ
આ
し
た
ほ
か
、৽・

標
準
貨
物
自
動
車
運
送



に
つ
い
て
も
આ
໌
し
た
。

標
準
的
運
賃
の
届
出
に

は
、運
賃
料
ۚ
変
ߋ
届
出
ॻ
、

運
賃
料
ۚ
適
༻
ํ
が
ඞ
要

で
、
東
ト
協
が
届
出

向
上

の
た
め
に
、
運
賃
・
料
ۚ
適

正
Խ
ݕ
౼
小
ҕ
һ
会
で
ݕ
౼

し
た
数

な
ど
を
理
ղ
し
て

様
式
に
記
入
し
、
東
京
運
輸

支
局
૭
ޱ
に
提
出
す
る
こ
と

で
、届
出
が

ྃ
す
る
。

③

①

⑦

⑤

⑧

⑥

④

②

҆શӡసͷపఈͱަ௨ނࣄ
ະવࢭΛվΊͯݺͼ͔͚

東
ト
協
運
輸
安
全
委
員
会

৽
͠
「͍
ඪ
४
త
な
ӡ

」の
ಧ
ग़
͕
ඞ
ཁ

શ
ト
協

東
ト
協
「標準的な運賃」
活用セミナー

ྩ

̓
年

υ
ϥ
ί
ϯ
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東
ト
協
த
ԝ
支
部（
澤
഼

३
支
部
長
）は
11
月
2ý
日
、

த
ԝ
区
の
ۜ
࠲
ϒ
ϩ
ッ
サ
ム

で
、運
స
者
ߨ
श
会
を
開
催
。

開
催
に
あ
た
り
、
澤
഼
支
部

長
が「
運
స
者
の
皆
様
に
は

本
日
ֶ
ん
だ
こ
と
を
、今
൩
、

໌
日
か
ら
安
全
運
స
に
い
か

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
管
理

者
の
皆
様
に
は
会
社
の
安
全

の
た
め
に
活
༻
し
て
い
た
だ

き
、
事
故
防
止
に

め
て
も

ら
い
た
い
」と
述
べ
た
。

ߨ
श
会
で
は
、
警
視
庁
高


道
࿏
交
通
警

ୂ
ܭ
ը


主
任
の
小

ਸ
ൣ
氏
が「
交

通
事
故
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
」

と
題
し
て
ߨ

。
都
内
で
交

通
事
故
に
よ

る
ࢮ
者
数
が

૿
加
し
て
い

る
ݱ
状
や
、

高

道
࿏
上

で
の
大
ܕ
貨
物
車
に
よ
る
ࢮ


事
故
が
૿
加
し
て
お
り
、

事
故
の
多
く
が
ौ

࠷
後
部

へ
の

ಥ
に
よ
る
も
の
と
આ

໌
。
高

道
࿏
で
交
通
事
故

が
発
生
し
た
場
߹
や
、
高


東
ト
協
フ
ỻ
ス
λ
２
０
２

４
実
行
ϓ
ϩ
δ
ỻ
ク
ト（
Ϧ

ー
μ
ー・
本
勝

副
会
長
）

は
11
月
22
日
、
東
ト
総
߹
会

ؗ
で
第
1÷
回
ϫ
ー
Ω
ン
グ
グ

東
ト
協
千
代
田
支
部（
田

த
හ
之
支
部
長
）は
11
月
21

日
、
千
代
田
区
の
日
本
ڭ
ҭ

ル
ー
ϓ
会
（ٞ
Ｗ
ｅ
ｂ

ซ
༻
）を
開
催
し
た
。

ٞ
事
で
は
、
フ
ỻ
ス

λ
２
０
２
５
に
つ
い

て
、
開
催
時
期
の
変
ߋ

や
ผ
会
場
で
の
開
催
な

ど
の
ݕ
౼
を
行
っ
た

が
、
来
年
９
月
1û
日
、

ྫ
年
通
り
ौ
谷
区
の

代
々
木
ެ
Ԃ
で
開
催
す

る
実
施
ܭ
ը
Ҋ
に
つ
い

東
ト
協
物
流

策
ҕ
һ
会

（
三
村
偉
一
郎
ҕ
һ
長
）は
、

会
һ
事
業
者
を
対

に「
貨

物
ू
配
த
の
車
྆
に

る
ற

車
規
制
の
見

し
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
」
を
実
施
し
て

い
る
。
回
答
期
限

は
12
月
2þ
日
ま
で
。

警
視
庁
は
ॱ
次
、
ற
車
規

制
の
見

し
を
行
い
、
令
和

５
年

に
は
৽
た
に
15
か
所

の
貨
物
ू
配
த
の
車
྆
ઐ
༻

の
ற
車
ス
ϖ
ー
ス
を
ઃ
ஔ
し

会
ؗ
で
運
స

者
ߨ
श
会
を

開
催
。
関
東

交
通
ڞ
ࡁ
協

ಉ
組
߹
安
全

ਪ
進
部
安
全
ਪ
進
課
の
ӏ
野

浩
一
ಛ
任
課
長
が「
ݱ
場
目

ઢ
で
視
る
車
྆

ݕ
ˍ


උ
」と
題
し
て
ߨ
ԋ
し
た
。

ӏ
野
氏
は
、
大
ܕ
車
の
車

ྠ
脱
མ
事
故
の
発
生
݅
数
は

૿
加

向
に
あ
り
、５
年


に
発
生
し
た
１
４
２
݅
の
う

ち
、５
年
11
月
か
ら
６
年
２

月
に
ý1
ˋ
が
発
生
し
、
車
ྠ

脱
ண
࡞
業
か
ら
事
故
発
生
ま

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

11
月
Լ
०
か
ら
12
月
上
०
に

か
け
て
、
日
本
経
ࡁ
৽
ฉ
東

京
൛（
ट
都
ݍ
൛
）に「
働
き

ํ
改
ֵ
ਪ
進
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
３
回
連
ࡌ
の
シ
Ϧ
ー
ζ

広
告
を
掲
ࡌ
し
た
。

広
告
は
、
会
һ
事
業
者
の

て
い
る
。

た
だ
、
ґ
વ
と
し
て
ற
車

ス
ϖ
ー
ス
が
ෆ

し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、
ற

車
規
制
の
見

し
・
؇
和
を

要
望
し
て
い
く
ํ

。
６
年


Ҏ
߱
の
規
制
؇
和
要
望
の

基
ૅ
ࢿ
料
と
す
る
た
め
、
貨

物
ू
配
த
の
車
྆
ઐ
༻
の
ற

車
ス
ϖ
ー
ス
の
利
༻
状
況
、

東
ト
協
は
今
年
度
、支
部
ブ
ロ
ッ
ク
制
導

入
に
向
け
て
、千
代
田
・
中
央
・
港
各
支
部

と
多
摩
支
部
が
第
１
期
ブ
ロ
ッ
ク
へ
移
行
し

活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
ま
た
、
第
２
期
パ

イ
ロ
ッ
ト
ブ
ロ
ッ
ク（
Ｐ
Ｂ
）と
し
て
、品
川
・

大
田
各
支
部
、渋
谷
・
世
田
谷
・
目
黒
各
支

部
、文
京
・
豊
島
・
北
・
板
橋
・
練
馬
各
支
部
、

台
東
・
墨
田
・
荒
川
各
支
部（
第
１
期
Ｐ
Ｂ

か
ら
継
続
）、深
川・城
東
各
支
部
を
編
成
し
、

各
Ｐ
Ｂ
で
の
活
動
に
つ
い
て
効

果
検
証
を
実
施
し
て
い
る
。

支
部
単
独
で
は
実
施
が
難
し
い
事
業
や

各
支
部
で
実
施
し
て
い
る
事
業
を
Ｐ
Ｂ
と

し
て
協
同
実
施
す
る
な
ど
、会
員
サ
ー
ビ
ス

向
上
・
均
一
化
を
目
指
し
て
い
る
も
の
。

第
１
期
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、年
末
年
始
の
輸

送
繁
忙
期
を
前
に
、ブ
ロ
ッ
ク
３
支
部
の
会

員
事
業
者
を
対
象
に
運
転
者
講
習
会
を
開

催
。
運
転
者
・
管
理
者
な
ど
が
参
加
し
や

す
い
よ
う
調
整
を
し
て
い
る
。

で
の
期
間
１
か
月
Ҏ
内
が
半

数
を

め
る
と
指
ఠ
。
ౙ
༻

λ
イ
ヤ
へ
の
交

に

う
λ

イ
ヤ
脱
ண
࡞
業
が
大
半
を


め
、９
ׂ
Ҏ
上
が
左
後
ྠ
が

脱
མ
す
る

向
は
લ
年

と

変
Խ
は
な
い
。

脱
མ
事
故
の
防
止
に
は
、

λ
イ
ヤ
脱
ண
後
の
ॳ
期
ೃ
છ

み
に
よ
る
࣠
力

Լ
を
防
ぐ

た
め
に
、
ト
ル
ク
レ
ン
ν
を

労
働
時
間

ॖ
へ
の
取
り
組

み
や
人
手
ෆ

ղ
ফ
に
向
け

た
人
ࡐ
の
確
อ
を
支
ԉ
す
る

と
と
も
に
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
が
๊
え
る
ॾ
課
題
や


ׂ
に
つ
い
て
、
荷
主
の
理
ղ

を
ଅ
す
た
め
に
掲
ࡌ
し
た
も

の
。
広
告
を
通
じ
て
、
ト
ラ

ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
の
労
働


ڥ
を
改
善

し
、
働
き
ํ

改
ֵ
を
ਪ
進

す
る
た
め
、

経
営
者
層
の

ಡ
者
が
多
い

日
本
経
ࡁ
৽

ฉ
を
બ
ఆ
し

た
。
ް
生
労

働
ল
の「
働

き
ํ
改
ֵ
ਪ

進
支
ԉ
ॿ
成

ۚ
」
を
活
༻

し
た
も
の

道
࿏
へ
の
མ
Լ
物
を
発
生
さ

ͤ
た
場
߹
に
つ
い
て
の
対
応

を
ղ
આ
し
た
。

続
い
て
、
σ
ỹ
・
ク
Ϧ
Τ

イ
ト
代
表
取
క

の
上

一

ඒ
氏
が「
交
通
事
故
防
止
の

大
ఢ
Ỗ
思
い
ࠐ
み
の
Ϧ
ス
ク

と
そ
の
対
策
Ỗ
」
と
題
し
て

ߨ
ԋ
。ド
ラ
イ
ϒ
レ
コ
ー
μ
ー

（
̙
̧
）の
映
૾
を
活
༻
し
、

実
ࡍ
に
発
生
し
た
交
通
事
故

を
運
స
者
に
Կ

も
見
ͤ

る
こ
と
で
、
જ
ࡏ
的
に
意

ࣝ
す
る
よ
う
に
な
り
確
認

が
૿
え
、
事
故
防
止
に
ܨ

が
る
と
指
ఠ
。
思
い
ࠐ
み

は
、
ա
ڈ
の
経
験
と
知
ࣝ

か
ら
く
る
も
の
で
、
事
故

に
は
ࢸ
ら
な
か
っ
た
成
功

体
験
が
重
な
り
、
ϕ
テ
ラ

ン
で
あ
る
ほ
ど
正
し
い
と

思
い
ࠐ
み
が
ち
で
あ
り
、

ま
ず
自

の
目
を
ٙ
う
こ


༻
し
た
適
正
な
૿
し
క

め
の
実
施
が
ඞ
要
。
さ
ら

に
、
ఆ
期

ݕ
と
日
ৗ
に

お
け
る
ホ
イ
ー
ル
φ
ッ
ト

の
క
め

け

ݕ
を
ඞ
ず

実
施
す
る
よ
う
ٻ
め
た
。

ࡢ
年
1÷
月
か
ら
自
動
車
運

送
事
業
者
お
よ
び

උ
管

理
者
に
対
す
る
行

ॲ


が
ڧ
Խ
さ
れ
、
車
ྠ
脱
མ

事
故
の
発
生
は
、
事
業
者

と
運
స
者
の

任
は
ಀ
れ

ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
ಛ

に
ౙ
༻
λ
イ
ヤ
へ
の
交

時

期
を
લ
に
ప
ఈ
を
ݺ
び
か
け

た
。ま

た
、
今
年
1÷
月
か
ら
ҿ

ञ
運
స
の
行

ॲ

が
ڧ
Խ

さ
れ
て
お
り
、

ݺ
時
の
ア

ル
コ
ー
ル
ν
ỻ
ッ
ク
は
ඞ
ਢ

で
あ
る
が
、
ア
ル
コ
ー
ル
ݕ

知
ث
の
อ
守
管
理
も
重
要
に

な
る
と
指
ఠ
し
た
。

と
が
重
要
。
̙
̧
映
૾
の
確

認
は
ٙ
ࣅ
体
験
に
な
る
と
し

て
、
思
い
ࠐ
み
が
起
き
や
す

い
状
況
な
ど
を
ղ
આ
し
た
。

࠷
৽
の
ற
車
規
制
の
؇
和
、

取
り
క
ま
り
実
態
を
把
握

し
、
ற
車
問
題
対
策
の
基
ૅ

σ
ー
λ
を
収
ू
す
る
目
的
で

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
て

い
る
も
の
。

回
答
は
、
東
ト
協

ホ
ー
ム
ϖ
ー
δ
の
Ｗ

ｅ
ｂ
回
答
フ
ォ
ー
ム

か
ら
。

˜
問
い
߹
わ
ͤ
ઌ
ử
東
ト

協
業
務
部
交
通・
ڥ
（̜
ὸ

÷ú
・
３
３
５
９
・
６
２
５
̓
）

で
、
こ
れ
ま
で
令
和
５
年
１

月
、６
年
１
月
か
ら
２
月
に

日
経
৽
ฉ
へ
の
３
回
連
続
の

シ
Ϧ
ー
ζ
広
告
を
掲
ࡌ
し
て

い
た
。

今
回
の
シ
Ϧ
ー
ζ
広
告
で

は
、ϝ
イ
ン
Ω
Ỿ
ッ
ν
で「
経

ࡁ
が
ఀ

し
て
、
い
ち
ば
ん

ࠔ
る
の
は
、
い
っ
た
い
୭
で

し
Ỷ
う
。
い
ま
こ
そ
、
物
流

を
、正
ৗ
に
」と
し
て
、ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
の

ׂ
か
ら

荷
主
に
対
し
て
問
題
を
提

起
。
第
１
回
目
は
、
Ω
Ỿ
ッ

ν
コ
ϐ
ー
を「
荷
を
པ
Ή
主

と
、荷
を
運
Ϳ
主
と
。」と
し
、

業
界
の
ߏ

に
切
り
ࠐ
ん
だ

も
の
で
、
適
正
運
賃
の
収
受

や
対

な
ύ
ー
ト
φ
ー
シ
ッ

ϓ
の
ߏ
ங
を
ٻ
め
て
い
る
。

第
２
回
目
は
、「
東
京
は
、コ

ン
ビ
χ
す
ぎ
る
。」と
し
、生

活
を
支
え
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
、
そ
し
て
そ
れ
を
支
え

る
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の

労
働

ڥ
の
ݫ
し
さ
を
示
し

な
が
ら
、
適
正
な
物
流
サ
ー

ビ
ス
の
ඞ
要
ੑ
を
ૌ
え
て
い

る
。第

３
回
目
は
、
12
月
11
日

に
掲
ࡌ
༧
ఆ
で
、
࠶
配
達
ථ

か
ら
の
物
流
の
ޮ

Խ
を
テ

ー
マ
と
す
る
。

東
ト
協
で
は
、
ઓ
ུ
的
広

報
を
掲
げ
、
ޮ
果
的
な
各
छ

広
報
を
展
開
し
て
お
り
、
ト

ラ
ッ
ク
輸
送
が
社
会
を
支
え

る
重
要
な

ׂ
を
果
た
す
と

と
も
に
、
業
界
で
取
り
組
Ή

「
２
０
２
４
年
問
題
」
対
策

へ
の
理
ղ
を
ٻ
め
て
い
る
。

東
ト
協
ࢴ
・
ύ
ル
ϓ
ઐ
門

部
会（
木
村
๎
広
部
会
長
）は

11
月
2þ
日
、
東
ト
総
߹
会
ؗ

で
、日
本

ࢴ
連
߹
会・東
京

༸
ࢴ
代
理
ళ
会
物
流
ҕ
һ
会

し
、「
ࢴ
・
ύ
ル
ϓ
業
界
は
、

今
ま
さ
に
こ
の
ま
ま
ࢴ
物
流

を
ܧ
続
で
き
る
か
൱
か
の
、

ذ
࿏
に
立
た
さ
れ
て
い
る
」

と
આ
໌
。
そ
の
上
で
、「
今

後
も
ࢴ
物
流
を
ݱ
行
の
物
流

品
質
を
མ
と
す
こ
と
な
く
ܧ

続
す
る
た
め
に
は
、
ண
荷
主

も
ؚ
め
た
商
श
׳
を
業
界
全

体
で
見

し
て
い
く
ඞ
要
が

あ
る
。
日
本

ࢴ
連
߹
会
・

東
京
༸
ࢴ
代
理
ళ
会
・
東
ト

と
の
令
和

６
年

߹

ಉ
ݚ
म
会

を
開
催
。

協
ࢴ
・
ύ
ル
ϓ
ઐ
門
部
会
の

３
団
体
が
ة
ػ
意
ࣝ
を
ڞ
༗

し
、
ϕ
ク
ト
ル
を
߹
わ
ͤ
改

ֵ
し
て
い
く
こ
と
が
、
２
０

２
４
年
問
題
ࠀ

の
カ
Ϊ
に

な
る
と
ߟ
え
て
い
る
」
と
述

べ
た
。

続
い
て
、
荷
主
ଆ
を
代
表

し
て
、
日
本

ࢴ
連
߹
会
物

流
ҕ
һ
会
の
荒
井
正
志
副
ҕ

һ
長（
Ԧ
子
物
流
取
క

事

業
౷
ׅ
本
部
長
）が
あ
い
さ

つ
。
荒
井
氏
は「


ࢴ
業
界
で
は
ѱ
し
き

商
श
׳
が
あ
り
、
ੲ

か
ら
こ
う
だ
っ
た
、

こ
う
思
っ
て
い
る
な

ど
、
ᐆ
ດ
な
こ
と
が

長
年
ݴ
わ
れ
続
け
、

今
に
ࢸ
る
。
こ
の
業

界
は
か
な
り
改
善
す

る
༨
地
が
あ
り
、
今

そ
れ
に
向
か
っ
て
皆

で
力
を
߹
わ
ͤ
て


力
を
し
て
い
る
。
そ
れ
を
支

え
る
物
流
を
目
指
し
て
い
き

た
い
」と
述
べ
た
。

意
見
交

会
で
は
、「
今

後
も
ࢴ
物
流
を
ܧ
続
す
る
た

め
に
は
Ỗ
ࢴ
業
界
全
体
で
見


し
て
い
く
ඞ
要
が
あ
る
商

श
׳
Ỗ
」
を
テ
ー
マ
に
、
Ϧ

ー
ド
λ
イ
ム（
手
配
క
め
切

り
時
間
）の
改
善
、
荷

ち

時
間
の

ॖ
、
ド
ラ
イ
バ
ー

の
自
主
荷

、
ඨ
積
み
な
ど

に
つ
い
て
ٞ

し
た
。

ඨ
積
み
に
つ
い
て
は
、


ࢴ
連
߹
会
が
࡞
成
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
を
意
見
交

会
に
出

席
し
た
部
会
һ
に
配

。
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
次
第
で
、

ඨ
積
み
を
い
つ
ഇ
止
に
す
る

か
な
ど
を
ݕ
౼
す
る
と
し
た
。

意
見
交

会
後
、
࠙

会

を
開
催
。
東
京
༸
ࢴ
代
理
ళ

会
物
流
ҕ
һ
会
の
৽
อ
浩
࢘

ҕ
һ
長（
৽
生
ࢴ
ύ
ル
ϓ
商

事
ࣥ
行

һ
営
業
౷
ׅ
本
部

本
部
長
）が
乾
杯
の
発
声
を

行
い
、
歓
談
の
後
、
小
野
力

副
部
会
長
が
閉
会
の
あ
い
さ

つ
を
述
べ
た
。

て
৹
ٞ
・
ྃ
ঝ
し
た
。
ܭ
ը

Ҋ
は
12
月
４
日
の
６
年

第

３
回
理
事
会
に
上
ఔ
し
、
フ

ỻ
ス
λ
開
催
の
Մ
൱
な
ど
を

৹
ٞ
す
る（
１
面
参
照
）。

今
年

は
ै
来
の
ߨ
ٛ
ܗ
式

で
は
な
く
、
意
見
交

ܗ
式

で
実
施
。


頭
、
主
催
者
を
代
表
し

て
木
村
部
会
長
が
あ
い
さ
つ

��݄��

��݄�

ʮಇ͖ํվֵਪਐʯ

ࢧ
෦
ϒ
ϩ
ỽ
ク
੍
の
औ

ঢ়
گ

東
ト
協

ϒ
ϩ
ỽ
Ϋ
で
ӡ
స
ऀ
ߨ
श
会
を
։
࠵

Ｄ
Ｒ
映
像
か
ら
事
故
を
想
定

　
　
　安
全
運
転
へ
繋
げ
る

ୈ
̍
ظ
ϒ
ϩ
ỽ
Ϋớ
த
ԝ
ࢧ
෦
୲

Ờ

車
輪
脱
落
事
故
防
止
へ

車
両
点
検
・
整
備
を
学
ぶ

ୈ
̍
ظ
ϒ
ϩ
ỽ
Ϋớ
ઍ

ా
ࢧ
෦
୲

Ờ

日経にシリーズ広告掲載౦ト協

駐
車
規
制
見
直
し
に
向
け

Ｗ
ｅ
ｂ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
౦ト協

来
年

։
࠵
Ҋ
を
ཧ
ࣄ
会
ʹ
্
ఔ

౦ト協 フェスタ２０２４ＷＧ

౦ト協 ɾύϧϓઐ෦ձࢴ

ࢴ

ྲྀ
の
ܧ
ଓ

ҙ
ݟ
ަ


荷
ओ
ஂ
ମ
と
の
߹
ಉ
ݚ
म
ձ
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関
東
運
輸
局
は
11
月
22

日
、
ԣ

ࢢ
の
ਆ
ಸ
川
ݝ
立

੨
少
年
η
ン
λ
ー
で
、
令
和

６
年
「
安
全
ੑ
優
良
事
業

所（
̜
マ
ー
ク
事
業
所
）
関

東
運
輸
局
長
表
彰
式
」
を
開

催
し
、
管
内
の
þý
事
業
所
を

表
彰
し
た
。

こ
の
う
ち
、
東
京
都
ト
ラ

ッ
ク
協
会
関

で
は
1Ā
事

業
所
が
受
賞
。
受
賞
事
業

所
を
代
表
し
て
、
松
丸

事


上
貨
物
運
送
事
業
労
働

ࡂ

防
止
協
会
本
部
と
各

都
道

ݝ
支
部
の
主
এ
に

よ
り
、令
和
６
年
「
年

・

年
࢝
労
働
ࡂ

防
止
ڧ
調
運

動
」（
12
月
１
日
Ỗ
̓
年
１
月

ú1
日
）が
実
施
さ
れ
て
い
る
。


ࡂ
防
で
は
、「

上
貨

物
運
送
事
業
労
働
ࡂ

防
止

ܭ
ը
」（
５
年

Ỗ
９
年

）

に
基
づ
き
、
ࢮ

ࡂ

݅
数

５
ˋ
Ҏ
上
減
少
、
ࢮ
ই
ࡂ


݅
数
の
う
ち

མ
・
స
མ
ࡂ


５
ˋ
Ҏ
上
減
少（
い
ず
れ

も
લ
ܭ
ը
期
間
の
発
生
݅
数

ൺ
）、
安
全
Ӵ
生
ਪ
進
者
બ

運
輸
本
社
営

業
所（
ਂ
川
支

部
）の
松
丸


栄
氏
が
藤
田
礼

子
局
長
か
ら
表

彰
状
を
त
༩
さ

れ
た
。
表
彰
対


は
、
1÷
年
Ҏ

上
連
続
で
安
全

ੑ
優
良
事
業
所

（
̜
マ
ー
ク
事
業
所
）
認
ఆ

を
取
ಘ
し
て
い
る
、
か
つ
ಉ

制

の
支
局
長
表
彰
を
受
賞

し
て
い
る
こ
と
な
ど
。

藤
田
局
長
は
式
辞
で
、「
貨

物
自
動
車
運
送
事
業
安
全
ੑ

評
価
事
業（
̜
マ
ー
ク
制

）

は
、
利
༻
者
が
よ
り
安
全
ੑ

の
高
い
事
業
者
を
બ
び
や
す

く
す
る
と
と
も
に
、
事
業
者

全
体
の
安
全
ੑ
向
上
に
対
す

る
意
ࣝ
を
高
め
る

ڥ

උ

東
京
労
働
局
は
11
月
1Ā

日
、
11
月
の「
ա
重
労
働
ղ

ফ
Ω
Ỿ
ン
ϖ
ー
ン
」
の
取
り

組
み
の
一

と
し
て
、
道
࿏

貨
物
運
送
事
業
の
働
き
ํ
改

ֵ
に
向
け
て
積
ۃ
的
に
取
り

組
Ή
ا
業（
ϕ
ス
ト
ϓ
ラ
ク

テ
ỹ
ス
ا
業
）と
し
て
、'
㏯

̡
̞
̣
（̚
ࡔ
本
次
郎
代
表

取
క

社
長
・
த
ԝ
支
部
）

と
の
意
見
交

を
行
っ
た
。

任
の
ప
ఈ
・
レ
ϕ
ル
ア
ッ
ϓ

の
た
め
の

力
向
上
ڭ
ҭ
の

ॆ
実
を
目
標
に
ઃ
ఆ
。
荷


労
働
ࡂ

の
大
෯
な
減
少

や
、
一
層
積
ۃ
的
な
安
全
Ӵ

生
活
動
の
ਪ
進
を
展
開
し
て

い
る
。

こ
う
し
た

運
業
の
労
ࡂ

課
題
を
౿
ま
え
、
年

・
年

࢝
の
労
ࡂ
防
止
に
向
け
て
ಉ

運
動
を
実
施
す
る
も
の
。
今

年

の
ス
ϩ
ー
Ψ
ン
は「
݈

߁

அ

受

は
ス
λ
ー
ト

向
き
߹
い
ま
し
Ỷ
う

݈


結
果
」と
な
っ
て
い
る
。

実
施
要
ߝ
に
よ
る
と
、
取

今
年
４
月
１

日
か
ら
自
動

車
運
స
者
の
時
間
外
労
働
時

間
の
上
限
規
制
が
適
༻
さ

れ
、
労
働

ڥ
の
த
に
は
取

引
׳
行
な
ど
ݸ
々
の
事
業
主

の

力
だ
け
で
は
見

す
こ

と
が
ࠔ

な
も
の
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
荷
主
と
協
力
し
て

働
き
ํ
改
ֵ
に
向
け
て
取
り

組
Ή
ا
業
を
๚
問
し
、
取
り

組
み
事
ྫ
を
業
界
に
向
け
て

り
組
み
の
重

は
、「


上
貨
物
運
送
事
業
に
お
け

る
荷

࡞
業
の
安
全
対
策

Ψ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
基
づ

く
、
荷
主
な
ど
と

運
事

業
者
と
の
連
携
ڧ
Խ
・
協

力
ଅ
進
協
ٞ
会
の
開
催
、

荷

労
働
ࡂ

防
止
対
策

コ
ン
サ
ル
テ
ỹ
ン
グ
事

業
・
荷

ࡂ

防
止
安
全

ڭ
ҭ
の
実
施
な
ど
、
荷


労
働
ࡂ

防
止
対
策
を
ਪ
進

す
る
。

こ
の
ほ
か
、「
交
通
労
働

ࡂ

防
止
の
た
め
の
Ψ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
の
प
知
、
会
һ
事

業
場
の
安
全
Ӵ
生
水
準
の
向

上
、「
̨
̩
̤
̥
ʂ
స

ࡂ


ϓ
ϩ
δ
ỻ
ク
ト
」
の
取
り

組
み
、
݈
߁

அ
の
実
施
と

そ
の
結
果
に
基
づ
く
事
後
ા

警
視
庁
は
年
໌
け
の
１
月

２
・
３
日
、第
１
０
１
回「
東

京
ശ
ࠜ
間
ԟ
෮
大
ֶ
Ӻ
伝
ڝ


」
開
催
に

う
交
通
規
制

を
行
う
。

ஔ
の
ప
ఈ
、
ϝ
ン
λ
ル

ϔ
ル
ス
対
策
・
ࠊ
௧
ࡂ


防
止
・
職
場
に
お
け

る
自
主
的
な
安
全
Ӵ
生

活
動
な
ど
の
ਪ
進
に
取

り
組
Ή
。

ま
た
、
各
会
һ
事
業

場
の
実
施
事
߲
と
し

て
は
、
経
営
ト
ッ
ϓ
が

労
ࡂ
防
止
に
向
け
て
所

信
を
表
໌
す
る
と
と
も

に
、
自
ら
が
職
場
の
安
全
ύ

ト
ϩ
ー
ル
な
ど
を
行
い
、
ै

業
һ
に
労
ࡂ
防
止
の
ݺ
び
か

け
を
行
う
。
さ
ら
に
、
安
全

管
理
者
、
安
全
Ӵ
生
ਪ
進
者

な
ど
は
本
運
動
期
間
த「
職

場
の
安
全
Ӵ
生
自
主

ݕ

表
」
に
基
づ
き
、
職
場
の
安

全
Ӵ
生

ݕ
を
実
施
す
る
。

を
ਤ
る
た
め
、
事
業
所
の
安

全
ੑ
を
正

に
評
価
・
認
ఆ

し
、
ެ
表
す
る
制

。
受
賞

事
業
所
は
、
1÷
年
Ҏ
上
̜
マ

ー
ク
認
ఆ
を
連
続
し
て
取
ಘ

し
、
長
き
に
わ
た
り
輸
送
の

安
全
に
お
い
て
荷
主
や
社
会

に
対
し
、
多
大
な
貢
献
を
さ

れ
た
」
と
述
べ
、
受
賞
事
業

所
を
た
た
え
た
。

ಉ
日
は
、
来
賓
と
し
て
ਆ

ಸ
川
ݝ
警

本
部
交
通
部
の


林
ప
交
通
部
長
、
東
京
都

貨
物
自
動
車
運
送
適
正
Խ
事

業
実
施
ػ
関
の
水
野
功
本
部

長（
東
ト
協
会
長
）を
は
じ

め
、
各
都
ݝ
の
適
正
Խ
事
業

実
施
ػ
関
本
部
長
な
ど
が
出

席
。水
野
本
部
長
は
祝
辞
で
、

「
今
回
の
受
賞
を
ػ
に
、
さ

ら
な
る
安
全
対
策
の
改
善
を

ਤ
り
な
が
ら
、
利
༻
者
に
બ

ば
れ
る
優
良
事
業
所
を
目

指
し
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
̜
マ
ー
ク
制

の
普

及
の
た
め
に
も
、
ଞ
の
目

標
と
な
る
事
業
所
と
な
っ
て

い
た
だ
き
た
い
」と
述
べ
た
。

東
ト
協
会
һ
の
受
賞
事
業

所
は
次
の
通
り
。

ア
ク
ϩ
ス
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー

ト
ࣳ
Ӝ
営
業
所
˜
日
本
༣
ศ

広
く
紹
介
す
る
も
の
。

ಉ
日
は
、富
田
望
局
長
と
、

৫
田
ཅ
一
東
京
運
輸
支
局
長

ら
が
、
த
ԝ
区

ւ
の
本
社

を
๚
問
。
意
見
交

に
は
、

荷
主
ا
業
の
大
手
৯
品
ϝ
ー

カ
ー
５
社
が
ಉ
席
し
、「
ڝ

૪
は
商
品
で
、
物
流
は
ڞ
ಉ

で
」
の
理
೦
の
も
と
、
ಉ
業

ଞ
社
の
荷
主
が
ا
業
の
֞
ࠜ

を
ӽ
え
て
協
力
し
、
運
送
事

業
者
と
と
も
に
物
流

ڥ
の

改
善
へ
の
取
り
組
み
と
し

て
、
ෳ
数
の
荷
主
に
よ
る


品
の
ڞ
ಉ
อ
管
・
ڞ
ಉ

配
送
、
各
荷
主
の
物
流
情

報
シ
ス
テ
ム
と
の
連
結
・

ೲ
品
伝
ථ
の
ॻ
式
な
ど
の

౷
一
、
ڌ

間
の
த
間
地


で
ト
ラ
ッ
ク

り

え

を
行
う「
த
ܧ
Ϧ
レ
ー
輸

送
」な
ど
の
取
り
組
み
を
、

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
、

荷
主
ا
業
ଆ
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
આ
໌
し
た
。

都
内
で
は
、２
日

ޕ
લ
６
時
か
ら
９

時
ま
で
、３
日
正
ޕ

か
ら
ޕ
後
３
時
ま

で
、
コ
ー
ス
と
な
る
日
ൺ
谷

通
り
や
国
道
15
߸
ઢ（
第
一

京

）な
ど
で
実
施
す
る
。

ৄ
ࡉ
は
、
警
視
庁
ホ
ー
ム

ϖ
ー
δ
な
ど
を
ࢀ
র
。

立
川
༣
ศ
局
˜
ಉ
豊
ౡ
༣
ศ

局
˜
̡
̣
̟
小
ઘ
品
川
物
流

η
ン
λ
ー
˜
サ
ン
・
Τ
Ω
ス

ϓ
レ
ス
本
社
営
業
所
˜
丸
和

運
送
本
社
営
業
所
˜
サ
ン
ϊ


本
社
営
業
所
˜
村
ࢁ
運
輸

本
社
営
業
所
˜
ງ
内
運
送
本

社
営
業
所
˜
渡
ล
運
輸
本
社

営
業
所
˜
松
丸

事
運
輸
本

社
営
業
所
˜
̨
̗
̨
ଈ
配
サ

ポ
ー
ト
ୢ
າ
営
業
所
˜
鈴


運
輸
本
社
営
業
所
˜
ए
林
運

送
東
京
営
業
所
˜
ؠ

運
輸

ػ

本
社
営
業
所
˜
ϩ
δ
ス

ϖ
ッ
ク
東
京
支
社
˜
丸
和
通

運
۱
田
川
支
ళ
˜
大
ণ
運
輸

東
京
営
業
所
˜
૰
߹
警
උ
อ

ো
警
送
東
京
支
社
警
送
国
立

支
ళ

ࡂ
̒

荷
役
労
災
の
大
幅
な
減
少
へ

҆શӴੜ׆ಈΛల։

࿑
ࡂ

ࢭ
ڧ
調
ӡ
ಈ

年


年
࢝

安
全
性
優
良
事
業
所
表
彰

ྩ

̒
年

ؔ
౦
ӡ
༌
ہ
長

1Āۀࣄॴ͕ड౦τڠ
ؔɹ

東
࿑
ہ

ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
企
業
と
の
意
見
交
換

ிࢹܯ

̓
年
１
月
２
ɾ
̏
日

ശ
ࠜ
Ӻ

で
ަ
௨
ن
੍

ա
ॏ
࿑
ಇ
ղ
ফ
Ω
Ỿ
ϯ
ϖ
ồ
ϯ
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過去の問題の解説と
実践模擬問題

株式会社 輸送文研社〈柏林書房〉
TEL 03-3861-0291　FAX 03-3861-0295

自動車六法
定価  7,700 円（税込）

定価  2,640 円（税込）

令和６年版
（７月刊行）

【貨物編】

【 過去の問題 100 問 ＋ 模擬問題 30 問 】

運行管理者試験テキスト

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

12
月
４
日
、
港
区
の
第
一
ホ

テ
ル
東
京
で
、令
和
６
年「
叙

勲
・
国
土
交
通
大
臣
表
彰
受

章
祝
賀
会
」
を
開
催
し
、
長

年
の
功
績
に
よ
り
表
彰
さ
れ

た
各
氏
の
栄
誉
を
祝
っ
た
。

今
年
の
春
の
叙
勲
で
は
、

名
誉
会
長
の
浅
井
隆
氏（
浅

井
・
大
田
）が
旭
日
小
綬
章

を
受
章
し
た
。
ま
た
、
国
土

交
通
大
臣
表
彰
は
、
加
藤
知

朗（
大
澤
組
・
港
）、猪
又
秀

雄（
丸
秀
運
送
・
世
田
谷
）、

石
井
秀
男（
寿
運

送
・
文
京
）、
鈴

木
伸
一（
み
か
さ

運
送
・
板
橋
）、

鶴
見
英
一（
松
澤

運
輸
・
北
）、
林

秀
行（
ハ
ヤ
シ
配

送
サ
ー
ビ
ス
・
墨

田
）、
八
武
﨑
秀

紀（
八
武
崎
運
送・

江
戸
川
）、
松
本

篤（
松
本
運
送
・

葛
飾
）、
飯
沢
宗

光（
成
光
運
輸
・

多
摩
）の
各
氏
が

受
賞
し
た
。

祝
賀
会
で
は
、

発
起
人
の
水
野
功

会
長
が
あ
い
さ
つ

に
立
ち
、
旭
日
小
綬
章
受
章

の
栄
に
浴
さ
れ
た
浅
井
名
誉

会
長
に
対
し
て
、「
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
お
よ
び
協
会
に

お
い
て
、
長
年
に
わ
た
り
積

み
重
ね
て
こ
ら
れ
た
数
々
の

功
績
、
そ
の
一
つ
ひ
と
つ
が

国
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
心
よ
り
敬
意
を

表
す
る
」と
述
べ
た
。

ま
た
、
国
交
大
臣
表
彰
受

賞
９
氏
に
対
し
て
、「
安
全

で
高
品
質
な
ト
ラ
ッ
ク
輸
送

を
通
じ
て
、
国
民
生
活
や
産

長
が
祝
辞
を
述
べ
、
各
氏
の

功
績
を
た
た
え
た
上
で「
東

京
に
お
け
る
標
準
的
運
賃
の

届
出
が
進
ん
で
い
る
。
こ
れ

は
、
東
ト
協
本
部
と
支
部
が

一
丸
と
な
っ
て
高
い
目
標
を

掲
げ
た
取
り
組
み
に
よ
る
も

の
。
届
出
を
し
た
こ
と
で
標

準
的
運
賃
が
す
ぐ
に
収
受
で

き
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
ま

ず
は
荷
主
と
の
交
渉
で
標
準

東
ト
協
は
12
月
３
日
、
千

代
田
区
の
グ
ラ
ン
ド
ア
ー
ク

半
蔵
門
で
、
令
和
６
年
の
交

通
栄
誉
章「
緑
十
字
銅
章
」

伝
達
式
を
開
催
し
、
水
野
功

会
長
が
受
章
各
氏
に
対
し
て

表
彰
状
と
緑
十
字
銅
章
を
手

渡
し
た
。今

年
の
受
章
者（
カ

ッ
コ
内
は
社
名
・
所
属

支
部
）は
、
指
崎
孝
之

（
大
拓
・
千
代
田
）、
岡

部
昭
人（
協
和
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
・
杉
並
）、

芋
澤
勝
宏（
葛
飾
物
流・

台
東
）、真
田
浩（
マ
ル

コ
運
輸
・
墨
田
）、

岸
澤
武
史（
岸
澤
運

輸
・
荒
川
）の
５
氏
。

伝
達
式
で
あ
い
さ

つ
に
立
っ
た
水
野
会

長
は
、「
受
章
者
の

皆
様
は
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
に
お
い
て
、

交
通
事
故
防
止
に
尽

力
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
で
活
躍
さ
れ
る

な
ど
、
そ
の
功
績
が
高
く
評

価
さ
れ
た
も
の
」
と
そ
の
栄

誉
を
た
た
え
た
上
で
、「
事

業
者
の
立
場
と
し
て
は
物
流

の
２
０
２
４
年
問
題
へ
の
対

応
や
、
燃
料
価
格
の
高
騰
な

ど
に
よ
り
事
業
経
営
に
大
変

な
ご
苦
労
を
さ
れ
て
い
る

が
、
今
後
と
も
、
地
域
や
職

域
に
お
け
る
交
通
安
全
の
た

め
に
、
さ
ら
な
る
ご
尽
力
を

お
願
い
す
る
」と
述
べ
た
。

来
賓
と
し
て
、
警
視
庁
交

通
部
交
通
総
務
課
の
川
嶋
泰

雄
管
理
官
や
、
東
京
都
交
通

安
全
協
会
の
冨
田
利
雄
事
務

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

は
、
２
０
２
４
年
問
題
に
関

し
て
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
の
対
応
状
況
や
実
態
を
正

確
に
把
握
し
、
今
後
の
施
策

や
要
望
活
動
な
ど
に
反
映
す

る
た
め
、
時
間
外
労
働
の
上

限
規
制
や
改
正
改
善
基
準

告
示
の
遵
守
状
況
、
２
０
２

局
長
が
出
席
。
川
嶋
管
理
官

は「
こ
れ
ま
で
培
わ
れ
た
豊

富
な
経
験
と
実
績
を
い
か
し

て
、
引
き
続
き
貨
物
自
動
車

の
交
通
事
故
防
止
と
交
通
安

全
指
導
の
普
及
啓
発
に
つ
い

て
広
く
発
信
し
て
い
た
だ

き
、
都
内
の
交
通
事
故
の
減

少
に
向
け
て
一
層
の
力
添
え

を
お
願
い
す
る
」と
述
べ
た
。

こ
の
後
、
受
章
者
を
代
表

し
て
、
指
崎
氏
が「
受
章
の

感
激
を
心
に
刻
み
、
業
界
は

も
と
よ
り
、
地
域
に
お
い
て

も
引
き
続
き
交
通
安
全
活
動

に
尽
力
し
た
い
」
と
謝
辞
を

述
べ
た
。４

年
問
題
へ
の
対
応

策
な
ど
に
つ
い
て
確

認
す
る
た
め
、「
２

０
２
４
年
問
題
対
応
状
況
調

査
」を
実
施
し
て
い
る
。

回
答
期
限
は
来
年
１
月
15

日
ま
で
。
左
記
の
二
次
元
コ

ー
ド
か
ら
Ｗ
ｅ
ｂ
ア
ン
ケ
ー

ト
フ
ォ
ー
ム
で
回
答
を
入
力

す
る
。

的
運
賃
に
近
づ
け
て
い
っ
て

ほ
し
い
。
交
渉
に
応
じ
な
い

な
ど
の
情
報
提
供
を
い
た
だ

け
れ
ば
、
状
況
が
改
善
す
る

よ
う
適
切
に
対
応
し
た
い
」

と
述
べ
た
。

祝
賀
会
で
は
、
鈴
木
隆
志

副
会
長
の
発
声
で
乾
杯
。
歓

談
の
後
、
三
村
偉
一
郎
副
会

長
が
閉
会
の
あ
い
さ
つ
を
述

べ
、祝
賀
会
は
閉
会
し
た
。

業
活
動
を
支
え
て
い
る
こ
と

に
加
え
、
協
会
や
関
連
団
体

で
要
職
を
歴
任
し
、
交
通
事

故
の
防
止
を
は
じ
め
と
し
た

街
頭
活
動
に
も
携
わ
る
な

ど
、
業
界
の
発
展
や
地
域
社

会
の
振
興
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
て
い
る
」と
た
た
え
た
。

紹
介
を
受
け
た
各
受
章
者

が
登
壇
し
、
水
野
会
長
が
浅

井
氏
と
国
交
大
臣
表
彰
受
賞

者
を
代
表
し
て
、
石
井
秀
男

氏
に
目
録
を
贈
呈
し
た
。

続
い
て
浅
井
氏
が
謝
辞
に

立
ち
、「
叙
勲
を
い
た
だ
け

た
こ
と
で
終
わ
り
で
は
な
い

と
思
っ
て
い
る
。
我
々
の
事

業
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
は
優

良
、
真
面
目
で
あ
り
、
ド
ラ

イ
バ
ー
の
た
め
に
も
、
ひ
と

肌
、
ふ
た
肌
も
脱
ぎ
こ
れ
か

ら
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
た
。
石
井
氏
は
、「
今

回
の
受
賞
は
、
私
た
ち
が
こ

の
業
界
で
地
道
に
コ
ツ
コ
ツ

と
商
売
を
し
て
き
た
結
果
で

あ
り
、
微
力
な
が
ら
今
後
も

協
会
活
動
に
協
力
し
、
業
界

を
よ
く
し
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
た
。

ま
た
、
来
賓
を
代
表
し
て

関
東
運
輸
局
の
藤
田
礼
子
局

二次元コード

叙
勲・国
土
交
通
大
臣
表
彰
受
章
祝
賀
会

東
ト
協

浅
井
名
誉
会
長
は
じ
め

10
氏
の
栄
誉
を
祝
す

功績者５氏が受章

「
緑
十
字
銅
章
」伝
達
式

東
ト
協

交
通
栄
誉
章

全ト協

２
０
２
４
年
問
題

対
応
状
況
調
査

来
年
１
月
15
日
ま
で
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今
年
も
ࡢ
年

に
引
き
続
き
、

「
؍
ଌ
史
上
ॳ

の
ʓ
ʓ
」「
ա

ڈ
に
ྫ
を
み
な

い
ʓ
ʓ
」「
記
録
的
な
ʓ

ʓ
」
と
い
っ
た
表
ݱ
の
χ

ỿ
ー
ス
が
多
か
っ
た
ؾ
が

す
る
˗
元
日
に
は

登
半

ౡ
を
̢
̓
・
６
の
大
地


が
ऻ
い
、
改
め
て
「
ࡂ


ྻ
ౡ
」
を
௧
感
し
た
。
そ

の
後
も
ස
ൟ
に
地

、
台

෩
、
߽
Ӎ
ࡂ

が
ྻ
ౡ
各

地
に
ਙ
大
な
ඃ

を
も
た

ら
し
た
˗
෮
چ
・
෮
興
へ

道
半
ば
の

登
半
ౡ
に
は

９
月
、
߽
Ӎ
が

い
ଧ
ち

を
か
け
、
��
月
に
̢
６
・

６
の
地

が
࠶
び
ॅ
民
を

ෆ
安
に
ؕ

お
と
し
いれ
た
。
文
字
通

り
「
心
ં
れ
、
ਫ਼
ࠢ
尽
き

果
て
る
」
ࢄ
々
な
状
況
に

あ
る
˗
ҟ
ৗ
ؾ

は
ق
અ

の
Ҡ
Ζ
い
を
も
左
ӈ
す

る
。
Ն
か
ら
ळ
を
ඈ
び
ӽ

え
て
ౙ
が
や
っ
て
き
た
。

一
ؾ
に
Թ
か
い
料
理
が
࿀

し
い
ق
અ
と
な
り
、
思
い

つ
い
た
の
が
石
川
ݝ
の
ア

ン
テ
φ
シ
ョ
ッ
ϓ
「
八
重

ऱ
い
し
か
わ
テ
ラ
ス
」
だ

っ
た
˗
「

登
お
で
ん
」

「
献
上
加
賀


」
や
地

ञ
な
ど
を
ߪ
入
。
ซ
ͤ
て

ങ
っ
た
ए
ڱ
ృ
り
の
സ
で

北

名
産
品
の
۩
ࡐ
に
ઉ

ޑ
を
ଧ
っ
た
。
少
々
「
応

ԉ
ফ
අ
」
の
お
手
伝
い
が

で
き
た
か
と
勝
手
に
自
ݾ

ຬ

に
ਁ
っ
た
˗
だ
が
、

支
ԉ
の
対

地
域
は
広
が

る
一
ํ
で
あ
る
。
ࣣ
స
び

八
起
き
の
ؾ
࣋
ち
に
も
限

界
が
あ
る
。「
ա
ڈ
に
ྫ

を
み
な
い
、
記
録
的
な
支

ԉ
の
ྠ
」
が
ඞ
要
だ
。
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★�11月10日号「ナンバープレース」の正解は
「６（５＋１）」でした。

Ԡ
ื
ํ
๏

ルールに従ってリストにある言葉
を盤面から探してください。全部
探しても盤面に残る文字がいくつ
かあるので、それらを並べ替えて
できる言葉は何でしょう？

ハ
ツ
ヒ
ノ
デ
ウ
モ
ツ
ハ
ダ

カキゾメジハトゴシ
コネカノヤヨジヨオ
ノネンガジヨウトバ
ズニエマミガオトソ
カシウキツモセギシ
キシメゾデマチレコ
キユウカミンリハシ
ツマドカザクヨネト
ンタンガヅリウツハ
ゲアコタルカリキシ

by 冴戒 椎也

［ 解答 ］

・�リストの言葉を、タテ・ヨコ・ナナメのいずれか
一直線に探してください。下から上、右から左に
探すこともあります。
・�途中で曲がったり、他の文字を飛び越したりして
はいけません。
・同じ文字を複数の言葉で使うことがあります。

ở
ϧ
ー
ϧ
Ỡ

ở
ྫ

Ỡ ※�例題では文字は

残りません。

ネツキ
コヌカ
タブイ

ネツキ
コヌカ
タブイ

ネ キネ キネネ キネツキキキキキ

タタタ
ヌヌ
キキ

コ
タタタタタタブタタタタタタタタタタ

カ
イ
カ
イイイ

ネネネネ
コ
ネネネネネ
コヌヌヌ
ブイイイイイイイ
ヌ

イカ　イヌ　キツネ　タコ　タヌキ　ネコ　ブタリスト

オセチリヨウリ（おせち料理）
オトソ（お屠蘇）
カガミモチ（鏡餅）
カキゾメ（書初め）
カズノコ（数の子）
カドマツ（門松）
カルタ（かるた）
ガンタン（元旦）
キユウカ（休暇）
コタツ（炬燵）
シゴトハジメ（仕事始め）
シメカザリ（しめ飾り）
シヨウガツ（正月）
ジヨヤノカネ（除夜の鐘）

ゾウニ（雑煮）
タコアゲ（凧揚げ）
タヅクリ（田作り）
デゾメシキ（出初式）
トシコシソバ（年越し蕎麦）
ネンガジヨウ（年賀状）
ネンマツ（年末）
ハコネエキデン（箱根駅伝）
ハツウリ（初売り）
ハツヒノデ（初日の出）
ハツモウデ（初詣）
ハツユメ（初夢）
ハネツキ（羽根つき）
ハレギ（晴れ着）
ミカン（蜜柑）

リスト

γʔΫϫʔζ

ࢣ

に
入
り
、１
年
の
経
ա
の

さ

を
感
じ
る
。「
１
年
が
終
わ
る
の
が


い
」「
ຖ
日
が
あ
っ
と
い
う
間
に
ա
ぎ

て
い
く
」
と
い
う
、時
間
の
流
れ
の


さ
を
実
感
す
る
人
は
少
な
く
な
い
だ
Ζ

う
。し
か
し
、時
間
は
ੲ
も
今
も
変
わ
ら

な
い
。
Ի
や
光
は
知
֮
で
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
が
、時
間
の
感
֮
ث
官
は
な

い
ݸ。
々
で
感
じ
ํ
は
ҟ
な
る
も
の
の
、

ଠ
ཅ
光
の
変
Խ
や
実
体
験
の
数
、感
情

や
ۭ
間
を
組
み
߹
わ
ͤ
て
時
の
経

ա
を
ଌ
っ
て
い
る
こ
と
が
い
え
る
。

༮
少
期
は
、
１
年
が

す
ご
く
長
く
感
じ
た
。

ࡀ
を
重
ね
る
ご
と
に
、

そ
の
ス
ϐ
ー
ド
が
૿
す

の
は
な
ͥ
か
。
そ
こ
に

は
、
体
験
の
数
が
Ө
ڹ
し

て
い
る
。
子
ど
も
の
ࠒ
は

「時間旅行」
第149回
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ॳ
め
て
の
体
験
が
多
く
、そ
の
理
ղ
と

ॲ
理

力
の
ࠩ
に
、世
代
の
感
֮
認
ࣝ

が
ҟ
な
っ
て
く
る
。
ཪ
ෲ
に
৽

な
体

験
や
感
情
の
高
Ϳ
り
が
少
な
い
と
、時

が

く
ա
ぎ
る
よ
う
に
感
じ
る
༁
だ
。

こ
の
ݱ

を
心
理
ֶ
的
に
示
し
た

の
が
、フ
ラ
ン
ス
の

ֶ
者
、ポ
ー
ル
・

δ
Ỿ
ω
ー
。
ಉ
氏
が
ߟ
Ҋ
し
た「
δ
Ỿ

ω
ー
の
๏
ଇ
」は
、「
生
֔
の
あ
る
時
期

に
お
け
る
時
間
の
心
理
的
長
さ
は
、年

ྸ
の
ٯ
数
に
ൺ
ྫ
す
る
」と
い
う
。
す

な
わ
ち
年
ྸ
に
反
ൺ
ྫ
し
、年
数
に
よ

っ
て
１
年
の
૬
対
的
な
長
さ
が
小
さ
く

な
っ
て
い
く
こ
と
で
、時
間
が

く
感

じ
る
と
い
う
ߟ
え
で
あ
る
。

大
田
区
の
ו
田
Ӻ
に
د
り
添
う
東

ٸ
ϓ
ラ
β
ו
田
の

上
に
、「

ͤ
の

؍
ཡ
車
」（
ࣸ
ਅ
）が
あ
る
。今
と
な
っ
て

は
、都
内
།
一
の

上
؍
ཡ
車
で
あ
る
。

か
つ
て
ඦ
貨
ళ
の

上
に
は
多
く
の
ϛ

χ
༡
Ԃ
が
あ
り
、子
ど
も
連
れ
٬
を


上
に
引
き
上
げ
、各
フ
ϩ
ア
に
߱
Ζ
し

て
い
く
営
業
ઓ
ུ
で
も
あ
っ
た
。

２
人
も

れ
ば
い
っ
ͺ
い
の
小
さ
な

ΰ
ン
ド
ラ
に

り
、Ώ
っ
く
り
と
し
た

時
の
経
ա
を
ຯ
わ
い
ಐ
心
に

る
。


車
時
間
は
見
た
目
よ
り
も

く
ա
ぎ
ڈ

っ
て
し
ま
っ
た
。
今
年

も

り
１
か
月
を
切
っ

た
。
来
年
は
৽
た
な
物

事
に
ν
Ỿ
レ
ン
δ
し
た

い
。そ
う
し
な
け
れ
ば
、

時
間
は
あ
っ
と
い
う
間

に
ա
ぎ
て
し
ま
う
。

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

〜
労
務
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

小
林  

弘
和（
社
会
保
険
労
務
士
）

Ｎ
Ａ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所
所
長

̍
ϋ
ϥ
ε
ϝ
ϯ
τ
ͷ
ݱ
ঢ়

ʹ
ͭ
͍
ͯ

「
令
和
５
年

ݸ
ผ
労
働

ฆ
૪
ղ
ܾ
制

の
施
行
状
況
」

に
よ
る
と
、
民
事
上
の
ݸ
ผ

労
働
ฆ
૪
の
内
༰
ผ
で
、「
い

じ
め・ݏ
が
ら
（ͤ
ハ
ラ
ス
ϝ
ン

ト
）」の
݅
数
が
1Ā・
１
ˋ
と


５

の
１
を

め
て
࠷
多

と
な
り
12
年
連
続
で
࠷
多
と

な
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
ผ

౷
ܭ
と
な
っ
た
労
働
施
策
総

߹
ਪ
進
๏（
ύ
ϫ
ハ
ラ
関

）

の
施
行
状
況
に
お
い
て
も
、ύ

ϫ
ハ
ラ
に
関
す
る
૬
談
が
６

ສ
5ú
（݅
Ā5・
５
ˋ
）と
࠷
も

多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
ا
業
内
に
お
け
る
労

務
ト
ラ
ϒ
ル
を
防
止
す
る
؍


か
ら
も
、
ا
業
の
ハ
ラ
ス
ϝ

ン
ト
対
策
が
労
務
管
理
上
の

重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る

も
の
と
ߟ
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、「
令
和
５
年

ա
労

ࢮ

の
労
ࡂ
ิ
ঈ
状
況
」に

よ
る
と
、
ا
業
で
対
応
に
苦

ྀ
す
る
大
き
な
問
題
で
あ
る

ਫ਼
ਆ
ো

に
関
す
る
事
Ҋ
に

つ
い
て
、

ٻ
݅
数
が
３
５

̓
５
݅
で
લ
年

ൺ
̔
９
２

݅
の
૿
加
、
支
څ
ܾ
ఆ
݅
数

は
̔
̔
３
݅
で
લ
年

ൺ
１

̓
３
݅
の
૿
加
と
な
り
、


ٻ
݅
数
、
支
څ
ܾ
ఆ
݅
数
と

も
大
෯
に
૿
加
し
て
、
引
き

続
き
ա
ڈ
࠷
高
を
ߋ
৽
し

続
け
る
状
況
と
な
っ
て
し
ま

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
で
、

ਫ਼
ਆ
ো

の
発
生
ݪ
Ҽ
を
示

す
出
来
事
ผ
の
支
څ
ܾ
ఆ

݅
数
を
み
る
と
、「
上
࢘

か

ら
、
体
的
߈
ܸ

の
ύ
ϫ
ハ

ラ
を
受
け
た
」が
１
５
̓
݅
、

「
ಉ
྅

か
ら
、

行
ま
た

は
ひ
ど
い
い
じ
め
・
ݏ
が
ら
ͤ

を
受
け
た
」
5Ā
݅
、「
上
࢘
・

ಉ
྅
・
部
Լ
と
の
ト
ラ
ϒ
ル

が
あ
っ
た
」
úú
݅
、「
ސ
٬
や

取
引
ઌ
、
施
ઃ
利
༻
者

か

ら
ஶ
し
い


行
ҝ
を
受
け

た（
カ
ス
λ
マ
ー
ハ
ラ
ス
ϝ
ン
ト

ợ
カ
ス
ハ
ラ
Ụ）」が
52
݅
、「
η

ク
シ
ỿ
ア
ル
ハ
ラ
ス
ϝ
ン
ト（
η

ク
ハ
ラ
）を
受
け
た
」が
１
０

３
݅
と
な
っ
て
お
り
、業
務
・

職
場
が
ݪ
Ҽ
と
ߟ
え
ら
れ
る

ਫ਼
ਆ
࣬
ױ
の
う
ち

û5
・
̔

ˋ
が
、ハ
ラ
ス
ϝ
ン
ト
が
主
な

ݪ
Ҽ
と
な
っ
て
い
る
状
況
が

見
て
取
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、ハ
ラ

ス
ϝ
ン
ト
の
防
止
対
策
の
ڧ

Խ
は
、各
ا
業
に
と
っ
て
労
務

ト
ラ
ϒ
ル
や
ϝ
ン
λ
ル
ෆ
全
の

問
題
を
発
生
さ
ͤ
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
の
、
࠷
重
要
課

題
で
あ
る
と
と
ら
え
る
こ
と

が
ඞ
要
と
ߟ
え
ら
れ
ま
す
。

̎
ύ
ϫ
ϋ
ϥ
ͱ


ハ
ラ
ス
ϝ
ン
ト
の
な
か
で

も
、
ݱ
ࡏ
࠷
も
問
題
と
な
る

こ
と
が
多
い
も
の
が
ύ
ϫ
ハ
ラ

と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
こ
で
は
、

改
め
て
労
働
施
策
総
߹
ਪ
進

๏
に
お
い
て
規
ఆ
さ
れ
て
い
る

ύ
ϫ
ハ
ラ
の
ఆ
ٛ
や
、
ا
業
が

ߨ
じ
る
べ
き
対
策
に
つ
い
て
確

認
し
ま
す
。

ᾇ
ύ
ϫ
ϋ
ϥ
の
ఆ
ٛ
ͳ
Ͳ

職
場
に
お
け
る
ύ
ϫ
ハ
ラ
と

は
、次
の
３
つ
の
要
ૉ
を
す
べ

て
ຬ
た
す
も
の
を
い
う
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

ᶃ
優
ӽ
的
な
関

を
എ
ܠ

と
し
た
、
ᶄ
業
務
上
ඞ
要
か

つ
૬

な
ൣ
ғ
を

え
た
ݴ

動
に
よ
り
、
ᶅ
ब
業

ڥ
を


す
る
こ
と（

体
的
も
し

く
は
ਫ਼
ਆ
的
な
苦
௧
を
༩
え

る
こ
と
）

な
お
、
適
正
な
ൣ
ғ
の
業

務
指
示
や
指
導
に
つ
い
て
は
ύ

ϫ
ハ
ラ
に
は
֘

し
な
い
も
の

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、内
༰
的

に
は
業
務
上
ඞ
要
か
つ
૬


な
ൣ
ғ
に
と
ど
ま
っ
て
い
て

も
、
ྫ
え
ば
ౖ
໐
り
な
が
ら


す
な
ど
、伝
え
ํ
に
よ
っ
て

は
ύ
ϫ
ハ
ラ
に
֘

す
る
お
そ

れ
が
あ
る
こ
と
に
も
ཹ
意
が

ඞ
要
で
す
。

ᾈ
৬

ʹ
͓
͚
Δ
ύ
ϫ
ϋ
ϥ

の
類
ܕ

職
場
に
お
け
る
ύ
ϫ
ハ
ラ
の

状
況
は
多
様
で
す
が
、
代
表

的
な
ݴ
動
の
ྨ
ܕ
と
し
て
は
、

次
の
も
の
が
あ
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

ᶃ

体
的
な
߈
（ܸ

行

・
ই

）、ᶄ
ਫ਼
ਆ
的
な
߈
ܸ

（
ڴ
ഭ
・
名
誉
غ
ଛ
・

ৱ

・
ひ
ど
い

ݴ
）、
ᶅ
人
間
関


か
ら
の
切
り

し（
ִ

・


間
外
し
・
ແ
視
）、ᶆ
ա
大

な
要
）ٻ
業
務
上
໌
ら
か
に

ෆ
要
な
こ
と
や

行
ෆ
Մ


な
こ
と
の
ڧ
制
・

事
の



）、
ᶇ
ա
小
な
要
）ٻ
業
務

上
の
߹
理
ੑ
な
く

力
や
経

験
と
か
け

れ
た
ఔ

の


い

事
を
໋
じ
る
こ
と
、
ᶈ

ݸ
の
৵
）
私
的
な
こ
と
に

ա

に
立
ち
入
る
こ
と
）

ᾉ
ࣄ
ۀ
ओ
͕
ޏ
༻

ཧ
্

ߨ
ͣ

͖
ા
ஔ
の

༰

事
業
主
は
、

֘
事
業
主

が
ޏ
༻
す
る
労
働
者
ま
た
は


֘
事
業
主
が
行
う
職
場
に

お
け
る
ύ
ϫ
ハ
ラ
を
防
止
す

る
た
め
ޏ、
༻
管
理
上
、次
の

ા
ஔ
を
ߨ
じ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ᶃ
事
業
主
の
ํ


の
໌

確
Խ
お
よ
び
そ
の
प
知
・
啓

発
、
ᶄ
૬
談（
苦
情
を
ؚ
Ή
）

に
応
じ
、
適
切
に
対
応
す
る

た
め
に
ඞ
要
な
体
制
の

උ
、

ᶅ
職
場
に
お
け
る
ύ
ϫ
ハ
ラ
に


る
事
後
の
ਝ

か
つ
適
切

な
対
応

こ
の
な
か
で
、ಛ
に
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
は「
事
後

の
ਝ

か
つ
適
切
な
対
応
」

小
林
小
林  

弘
和
弘
和（
社
会
保
険
労
務
士
）

（
社
会
保
険
労
務
士
）

Ｎ
Ａ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所

Ｎ
Ａ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所
所
長
所
長

小
林  

弘
和（
社
会
保
険
労
務
士
）

Ｎ
Ａ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所
所
長

ຖ
年
12
݄
は
ް
ੜ
࿑
ಇ
ল
がủ
৬

の
ϋ
ϥ
ス
ϝ
ϯ
ト

໓

݄
ؒ
Ứと
ఆ
Ί
て
͓
Γ
、ϋ
ϥ
ス
ϝ
ϯ
ト
の
な
い
ಇ
͖
や
す
い
৬


ͮ
͘
Γ
の
ؾ
運
を

Γ
上
͛
る
た
Ί
の
、ू
中
త
な

ใ
・

ܒ
ൃ
活
動

が
行
Θ
Ε
て
い
る
と
͜
Ζ
と
な
Γ
ま
す
。

２
̌
２
２（
ྩ

̐
）年
̐
݄
１

か
ら
、࿑
ಇ
施
ࡦ
૯
߹

ਪ
ਐ
๏
に
よ
Γ
、中
খ
ا
業
に
͓
い
て
も
パ
ϫ
ー
ϋ
ϥ
ス
ϝ
ϯ

ト（
パ
ϫ
ϋ
ϥ
）
ࢭ
ા
ஔ
が
事
業
ओ
に
ٛ

化
͞
Ε
た
に
も

か
か
Θ
ら
ͣ
、パ
ϫ
ϋ
ϥ
を
は
͡
Ί
と
す
る
ϋ
ϥ
ス
ϝ
ϯ
ト
に


る
࿑

ト
ϥ
ブ
ϧ
が
૿
加
し
て
い
ま
す
。
ͦ
͜
で
、今
ճ
は
、

վ
Ί
てủ
ا
業
に
͓
け
る
ϋ
ϥ
ス
ϝ
ϯ
ト
へ
の
対
Ԡ
ڧ
化
の
ඞ

ཁ
ੑ
Ứに
つ
い
て
͝
֬
ೝ
い
た
ͩ
͖
た
い
と
ࢥ
い
ま
す
。

で
あ
り
、
実
ࡍ
に
問
題
が
生

じ
た
ࡍ
に
ا
業
の
ߨ
じ
る
ඃ


者
へ
の
ඞ
要
な
配
ྀ
ા
ஔ

と
、加

者
へ
の
適
切
な
ॲ


な
ど
の
対
応
に
よ
り
、
ै
業

һ
が
ύ
ϫ
ハ
ラ

໓
に
対
す

る
ا
業
の
取
り
組
み
の
本
ؾ


を
認
ࣝ
す
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。

̏

ύ
ϫ
ϋ
ϥ
Ҏ
֎
ͷ
ϋ
ϥ

ε
ϝ
ϯ
τ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

ύ
ϫ
ハ
ラ
Ҏ
外
の
ハ
ラ
ス
ϝ

ン
ト
と
し
て
ط、
に
ا
業
に
ޏ

༻
管
理
上
の
ા
ஔ
を
ߨ
じ
る

こ
と
が
ٛ
務

け
ら
れ
て
い

る
η
ク
ハ
ラ
お
よ
び
マ
λ
χ
テ

ỹ
ハ
ラ
ス
ϝ
ン
ト
の
ほ
か
、
今

後
は
ސ
٬
や
取
引
ઌ
、
施
ઃ

利
༻
者
、
そ
の
ଞ
の
利

関


者
が
行
う
カ
ス
ハ
ラ
の
対

策
も
ඞ
要
と
な
り
ま
す
。

職
場
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
ϝ

ン
ト
は
、
労
務
管
理
上
大
き

な
問
題
で
あ
り
、
人
ࡐ
の
࠾

༻
お
よ
び
ఆ
ண
を
ਤ
る
こ
と

を
્

す
る
大
き
な
要
Ҽ
の

一つ
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま

す
。
人
ࡐ
の
確
อ
・
ఆ
ண
を

ਤ
る
た
め
の
職
場

ڥ
の
改

善
に
お
け
る
重
要
課
題
と
し

て
、「
ハ
ラ
ス
ϝ
ン
ト
の
な
い
職

場
づ
く
り
」に
一
層
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

「「「「「「
職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
撲
滅
月
間
」で
す

12
月
は


